
12
12
12
12
12
12
12
12
12
12
12
12
12
12
12
12
12
12
12
12
12
12
12
12
12
12
12
12
12
12
12
12
12
12
12
12
12
12
12
12
12
12
12
12
12
12
12
12
12
12
12
12
12
12
12
12
12
12
12
12
12
12
12
12
12
12
12
12
12
12
12
12
12
12
12
12
12
12
12
12
12
12
12
12
12
12
12
12
12
12
12
12
12
12
12
12
12
12
12
12
12
12
12
12
12
12
12
12
12
12
12
12
12
12
12
12
12
12
12
12
12
12
12
12
12
12
12
12
12
12

12
12
12
12
12
12
12
12
12
12
12
12
12
12
12
12
12
12
12
12
12
12
12
12
12
12
12
12
12
12
12
12
12
12
12
12
12
12
12
12
12
12
12
12
12
12
12
12
12
12
12
12
12
12
12
12
12
12
12
12
12
12
12
12
12
12
12
12
12
12
12
12
12
12
12
12
12
12
12
12
12
12
12
12
12
12
12
12
12
12
12
12
12
12
12
12
12
12
12
12
12
12
12
12
12
12
12
12
12
12
12
12
12
12
12
12
12
12
12
12
12
12
12
12
12
12
12
12
12
12
12
12
12
12
12
12
12
12
12
12
12
12
12
12
12
12
12
12
12
12
12
12
12
12
12
12
12
12
12
12
12
12
12
12
12
12
12
12
12
12
12
12
12
12
12
12
12
12

12
12
12
12
12
12
12
12
12
12
12
12
12
12
12
12
12
12
12
12
12
12
12
12
12
12
12
12
12
12
12
12
12
12
12
12
12
12
12
12
12
12
12
12
12
12
12
12
12
12
12
12
12
12
12
12
12
12
12
12
12
12
12
12
12
12
12
12
12
12
12
12
12
12
12
12
12
12
12
12
12
12
12
12
12
12
12
12
12
12
12
12
12
12
12
12
12
12
12
12
12
12
12
12
12
12
12
12
12
12
12
12
12
12
12
12

12
12
12
12
12
12
12
12
12
12
12
12
12
12
12
12
12
12
12
12
12
12
12
12
12
12
12
12
12
12
12
12
12
12
12
12
12
12
12
12
12
12
12
12
12
12
12
12
12
12
12
12
12
12
12
12
12
12
12
12
12
12
12
12
12
12
12
12
12
12
12
12
12
12

ANO XX  –  Nº 4781 SÃO PAULO, SÁBADO, 24 DE JUNHO DE 2017 R$ 4,00

Rua da Glória, 332 - CEP 01510-000 - São Paulo - SP – Tel. (11) 3340-6060 – www.nikkeyshimbun.com.br

DIRETOR  PRESIDENTE

RAUL  M. TAKAKI

JORNALISTA  RESPONSÁVEL

TAKAO MIYAGUI



デ
ラ
ソ
ン
見
直
し
で
は
議
論
も

率
は
他
の
国
々
か
ら
の
輸
入

食
肉
の
拒
否
率
１
％
と
比
べ

て
高
す
ぎ
る
と
し
て
、
問
題

視
し
て
い
る
。

　

ソ
ニ
ー
・
パ
ー
デ
ュ
ー
米

国
農
務
長
官
は
、「
国
内
に

お
け
る
食
品
の
安
全
性
を
守

る
事
は
、
我
々
に
と
っ
て
非

常
に
重
要
な
任
務
の
一
つ
で

あ
り
、
真
剣
に
事
に
あ
た
っ

て
い
る
」
と
発
表
し
た
。

　

伯
国
食
肉
輸
出
業
者
協
会

（
Ａ
Ｂ
Ｉ
Ｅ
Ｓ
）
の
ア
ン
ト

ニ
オ
・
カ
マ
ル
デ
ッ
リ
会
長

は
、「
米
国
の
輸
入
拒
否
は

非
常
に
影
響
が
大
き
く
、
業

界
の
イ
メ
ー
ジ
も
悪
く
な

る
」
と
し
た
。

　

今
回
の
米
国
の
決
定
は
、

カ
ル
ネ
・
フ
ラ
ッ
カ
作
戦
や
、

業
界
最
大
手
Ｊ
Ｂ
Ｓ
社
社
主

バ
チ
ス
タ
兄
弟
の
報
奨
付
供

述
に
よ
る
イ
メ
ー
ジ
ダ
ウ
ン

の
傷
も
癒
え
な
い
う
ち
の
衝

撃
と
な
っ
た
。

　

カ
マ
ル
デ
ッ
リ
会
長
は
、

口
蹄
疫
対
抗
ワ
ク
チ
ン
の
副

　

最
高
裁
で
は
２
２
日
も
、
Ｊ
Ｂ
Ｓ
社
の
報
奨
付
証
言
〈
デ
ラ
ソ
ン
・
プ
レ
ミ
ア
ー

ダ
〉
に
関
す
る
判
事
投
票
が
行
わ
れ
、
途
中
経
過
で
あ
る
も
の
の
、
同
社
の
デ
ラ

ソ
ン
は
有
効
で
、
現
在
の
報
告
官
の
エ
ジ
ソ
ン
・
フ
ァ
キ
ン
判
事
が
同
社
の
デ
ラ

ソ
ン
絡
み
の
案
件
も
報
告
官
を
つ
と
め
る
こ
と
が
７
―
０
で
支
持
さ
れ
た
。
た
だ
、

デ
ラ
ソ
ン
の
あ
り
方
を
巡
っ
て
は
、
判
事
間
で
強
い
口
調
で
の
議
論
が
起
こ
っ
た
。

２
３
日
付
伯
字
紙
が
報
じ
て
い
る
。

チ
ス
タ
氏
ら
の
デ
ラ
ソ
ン
に

関
し
て
も
、
現
時
点
で
は
無

効
を
訴
え
る
意
見
は
出
て
い

な
い
。

　

だ
が
、
デ
ラ
ソ
ン
の
あ
り

方
や
報
奨
の
内
容
の
見
直
し

に
つ
い
て
は
、
判
事
た
ち
の

意
見
が
分
か
れ
た
。

　

バ
ロ
ー
ゾ
判
事
と
フ
ク
ス

判
事
の
見
解
が
分
か
れ
た
の

は
「
司
法
取
引
の
見
直
し
」

に
関
し
て
だ
。
バ
ロ
ー
ゾ
判

事
は
「
デ
ラ
ソ
ン
は
捜
査
手

法
の
一
つ
で
、
法
律
に
明
記

さ
れ
て
い
な
い
報
酬
も
あ
り

う
る
」
し
「
司
法
取
引
は
契

約
そ
の
も
の
」
と
し
た
が
、

フ
ク
ス
判
事
は
「
デ
ラ
ソ
ン

の
有
効
性
は
後
で
検
証
す
る

こ
と
が
で
き
る
」
と
し
た
。

　

フ
ァ
キ
ン
判
事
は
デ
ラ
ソ

ン
の
有
効
性
は
供
述
の
内
容

が
司
法
取
引
を
結
ん
だ
段
階

で
期
待
さ
れ
た
結
果
を
も
た

ら
し
た
か
否
か
と
規
定
し
、

司
法
取
引
は
供
述
者
が
義
務

を
遂
行
し
な
か
っ
た
場
合
に

の
み
見
直
す
べ
き
と
の
見
解

を
表
明
し
た
。

　

ま
た
、
バ
ロ
ー
ゾ
判
事
は

　

２
１
日
午
後
７
時
３
０
分

頃
、
サ
ン
ベ
ル
ナ
ル
ド
・
ド
・

カ
ン
ポ
付
近
の
イ
ミ
グ
ラ
ン

テ
ス
高
速
道
の
橋
で
、
ア
レ
ッ

サ
ン
ド
ロ
・
ジ
ェ
ズ
ス
・
デ
・

オ
リ
ヴ
ェ
イ
ラ
さ
ん
（
３
６
）

が
後
続
車
に
ｈ
ね
ら
れ
、

１
５
０
メ
ー
ト
ル
下
に
落

下
し
て
死
亡
す
る
事
故
が
起

メ
ン
デ
ス
判
事
に
も
反
論
し

た
。
メ
ン
デ
ス
判
事
は
ジ
ョ

エ
ズ
レ
イ
氏
が
行
っ
た
３
月

７
日
の
テ
メ
ル
大
統
領
と
の

会
話
の
録
音
に
関
し
、「
録

音
が
自
発
的
に
行
わ
れ
た
も

の
で
な
く
、
検
察
庁
の
指
示

が
あ
っ
た
疑
い
が
あ
る
こ
と

自
体
、
司
法
取
引
の
原
則
を

壊
し
て
い
る
」
と
論
じ
た
。

こ
れ
に
対
し
、
バ
ロ
ー
ゾ
判

事
は
ジ
ョ
エ
ズ
レ
イ
氏
の
証

言
だ
と
明
言
す
る
の
を
避
け

つ
つ
も
、「
自
発
性
が
疑
わ

し
い
と
い
う
理
由
で
無
効
に

す
れ
ば
、
今
後
の
司
法
取
引

そ
の
も
の
の
あ
り
方
も
変
え

な
く
て
は
な
ら
な
く
な
る
」

と
危
惧
感
を
示
し
た
。

　

ま
た
、
フ
ァ
キ
ン
判
事
は

２
２
日
、
ロ
ド
リ
ゴ
・
ジ
ャ

ノ
ー
検
察
庁
長
官
に
対
し
、

判
事
投
票
半
ば
で
賛
成
多
数

作
用
で
膿
瘍
が
で
き
た
こ
と

が
、
米
国
で
の
伯
国
産
牛
肉

受
け
取
り
拒
否
の
理
由
だ
と

し
て
い
る
が
、
膿
瘍
は
、
必

ず
し
も
ワ
ク
チ
ン
の
せ
い
で

起
こ
る
も
の
で
は
な
い
と
す

る
専
門
家
も
い
る
。

　

伯
国
農
務
省
は
米
国
か
ら

の
苦
言
を
受
け
、
２
０
日
に

国
内
の
食
肉
加
工
業
者
５
社

の
製
品
輸
出
を
禁
じ
た
が
、

米
国
は
そ
れ
で
良
し
と
せ

際
、
米
国
は
即
座
の
禁
輸
措

置
を
と
ら
な
か
っ
た
が
、
伯

国
産
食
肉
の
検
査
形
態
を
、

従
来
の
サ
ン
プ
ル
検
査
か
ら

１
０
０
％
の
個
体
検
査
に
切

り
替
え
た
。

　

そ
れ
以
来
、
伯
国
産
生
鮮

牛
肉
全
体
の
１
１
％
が
、
衛

生
状
況
ま
た
は
牛
の
健
康
状

態
に
問
題
が
あ
る
と
し
て
、

輸
入
を
拒
否
さ
れ
た
。
米
当

局
は
、
１
１
％
と
い
う
拒
否

　
【
既
報
関
連
】
米
国
は

２
２
日
、
品
質
が
信
用
で
き

な
い
と
し
て
、
伯
国
か
ら
の

生
鮮
牛
肉
の
輸
入
を
禁
じ
る

こ
と
を
発
表
し
た
と
、
２
３

日
付
伯
字
各
紙
が
報
じ
た
。

　

こ
の
決
定
は
、
伯
国
か
ら

の
輸
入
生
鮮
牛
肉
の
衛
生
上

の
問
題
が
増
加
し
て
い
る
こ

と
に
よ
る
と
し
て
い
る
。

　

３
月
に
伯
国
連
警
が
、
食

肉
加
工
業
者
た
ち
が
品
質
偽

装
や
隠
蔽
工
作
を
行
っ
て

い
る
疑
い
で
カ
ル
ネ
・
フ

ラ
ッ
カ
作
戦
を
発
動
さ
せ
た

全
個
体
調
査
で
１
割
不
合
格
に

ア
マ
ゾ
ン
保
護
資
金
を
半
減
？

遅
れ
を
と
る
食
肉
衛
生
対
策

ず
、
生
鮮
肉
の
全
面
禁
輸
に

踏
み
切
っ
た
。

　

１
０
年
以
上
に
及
ぶ
伯
米

通
商
交
渉
の
末
、
米
国
へ
の

伯
国
産
生
鮮
肉
の
輸
出
が
開

始
さ
れ
た
の
は
１
６
年
９
月

だ
。
米
国
は
伯
国
に
と
っ
て

８
番
目
の
食
肉
輸
出
相
手
国

だ
が
、
そ
の
大
半
は
加
工
製

品
で
、
生
鮮
肉
の
輸
出
は
市

場
開
拓
の
途
上
だ
っ
た
。
に

も
か
か
わ
ら
ず
、
こ
の
決
定

に
至
っ
た
事
実
は
伯
国
に
は

大
打
撃
だ
。
米
国
側
は
「
伯

国
農
務
省
が
当
方
も
満
足
が

い
く
是
正
措
置
を
と
る
ま
で

は
、
禁
輸
を
続
け
る
」
と
し

て
い
る
。

　

米
国
市
場
は
世
界
で
も
衛

生
基
準
が
厳
し
い
国
の
一
つ

と
し
て
知
ら
れ
て
お
り
、
同

国
の
受
け
入
れ
拒
否
の
決
定

が
他
の
諸
国
の
判
断
に
影
響

す
る
可
能
性
も
あ
る
。

投
じ
た
。

　

残
り
の
４
人
（
ジ
ウ
マ
ー

ル
・
メ
ン
デ
ス
、
マ
ル
コ
・

ア
ウ
レ
ー
リ
オ
、
セ
ウ
ソ
・

デ
・
メ
ロ
の
各
判
事
と
カ
ル

メ
ン
・
ル
シ
ア
長
官
）
の
投

票
は
２
８
日
に
持
ち
越
し
と

な
っ
た
。
今
後
も
投
票
内
容

を
変
え
る
こ
と
は
で
き
る

が
、
現
状
で
１
１
人
中
７
人

と
過
半
数
を
占
め
、
票
が
大

き
く
変
わ
る
こ
と
も
考
え
に

く
い
た
め
、
フ
ァ
キ
ン
判
事

が
引
き
続
い
て
Ｊ
Ｂ
Ｓ
の
件

の
報
告
官
を
つ
と
め
る
こ
と

に
な
り
そ
う
だ
。

　

ま
た
、
テ
メ
ル
大
統
領
や

ア
エ
シ
オ
・
ネ
ー
ヴ
ェ
ス
上

議
の
政
治
生
命
を
脅
か
し
か

ね
な
い
ジ
ョ
エ
ズ
レ
イ
・
バ

食肉の品質への疑念払拭の取り組みは各国から疑問視されてい
る (参考画像・Omar Freire/ Imprensa MG)

２２日のファキン判事Marcelo Camargo/
EBC/FotosPúblicas

大
統
領
告
発
の
期
限
も
打
ち
出
す

ノルウェー

テ
メ
ル
大
統
領
に
対
す
る
起

訴
を
５
日
以
内
（
２
７
日
ま

で
）
に
行
う
よ
う
求
め
た
。

ま
た
、
連
警
に
対
し
て
も
、

録
音
内
容
の
鑑
定
を
含
む
最

終
報
告
書
の
速
や
か
な
提
出

を
要
請
し
た
。

こ
っ
た
。
オ
リ
ヴ
ェ
イ
ラ
さ
ん

は
聖
市
方
面
に
向
か
う
追
い

越
し
車
線
走
行
中
に
愛
車
が

故
障
し
た
た
め
、
車
か
ら
降

り
て
何
が
起
き
た
か
確
か
め

よ
う
と
し
た
が
、
後
続
車
が

よ
け
き
れ
ず
、
オ
リ
ヴ
ェ
イ

ラ
さ
ん
を
は
ね
た
。
救
急
隊

が
切
り
立
つ
崖
を
転
が
り
落

ち
た
オ
リ
ヴ
ェ
イ
ラ
さ
ん
の

遺
体
を
発
見
し
た
の
は
、
現

場
到
着
か
ら
４
０
分
後
だ
っ

た
と
か
。
聖
州
海
岸
部
と
聖

市
を
結
ぶ
高
速
道
は
山
肌
に

沿
っ
て
走
り
、
深
い
谷
に
橋

が
架
か
っ
て
い
る
光
景
も
よ

く
見
る
が
、
こ
う
し
た
惨
事

が
起
こ
り
う
る
と
思
う
と
怖

く
な
る
。

　
　
　
　
　

◎

　

サ
ッ
カ
ー
の
全
国
選
手
権

は
ま
だ
４
分
の
１
程
度
の
第

９
節
を
消
化
し
た
ば
か
り
だ

が
、
明
日
２
５
日
に
行
わ
れ

る
第
１
０
節
の
グ
レ
ミ
オ
対

コ
リ
ン
チ
ャ
ン
ス
は
、
早
く

も
最
初
の
天
王
山
と
し
て
注

目
さ
れ
て
い
る
。
首
位
コ
リ

ン
チ
ャ
ン
ス
は
こ
こ
ま
で
７

勝
２
分
負
け
な
し
で
勝
ち

点
２
３
、２
位
グ
レ
ミ
オ
が

７
勝
１
敗
１
分
で
勝
ち
点

２
２
．
３
位
チ
ー
ム
の
勝
ち

点
が
１
６
だ
か
ら
、
現
在
い

か
に
こ
の
２
チ
ー
ム
の
力
が

突
出
し
て
い
る
か
が
わ
か
る
。

今
回
は
敵
地
開
催
だ
が
、
聖

市
民
と
し
て
は
コ
リ
ン
チ
ャ
ン

ス
の
健
闘
を
祈
り
た
い
。

　
　
　
　
　

◎

　

ロ
シ
ア
訪
問
後
に
ノ
ル

ウ
ェ
ー
を
訪
れ
、
積
極
的
な

外
交
を
行
っ
て
い
る
テ
メ
ル
大

統
領
。
だ
が
、
ロ
シ
ア
で
の

プ
ー
チ
ン
大
統
領
と
の
会
談

同
様
、
世
間
の
注
目
度
は
低

い
ま
ま
だ
。
ニ
ュ
ー
ス
に
な
っ

た
内
容
も
「
大
統
領
が
か
の

地
で
伯
国
の
政
治
危
機
に
つ

い
て
語
っ
た
」
と
い
う
程
度
の

も
の
。
こ
の
後
、
外
交
成
果

は
ど
う
出
る
か
。

　

リ
オ
都
市
圏
で
は
ト
ラ
ッ

ク
の
積
み
荷
強
盗
が
頻
発
し

て
お
り
、
５
月
１
５
日
か
ら

は
国
家
治
安
部
隊
（
Ｆ
Ｎ
）

も
警
備
増
援
体
制
に
入
っ
た

が
、
状
況
は
改
善
さ
れ
ず
、

む
し
ろ
増
加
と
、
２
３
日
付

Ｇ
１
サ
イ
ト
が
報
じ
た
。

　

リ
オ
州
政
府
機
関
の
公
共

保
安
研
究
所
（
Ｉ
Ｓ
Ｐ
）
の

調
査
に
よ
る
と
、
同
州
で
の

ト
ラ
ッ
ク
積
み
荷
強
盗
は
、

２
０
０
０
年
の
３
３
９
０
件

が
、
１
６
年
は
９
８
７
０
件

へ
と
ほ
ぼ
３
倍
に
増
え
た
。

今
年
は
、
こ
れ
ま
で
の
と
こ

ろ
、
１
日
平
均
で
２
４
件
発

生
し
、
年
間
１
万
２
千
件
を

超
え
る
ペ
ー
ス
だ
。

　

警
備
強
化
の
た
め
に
Ｆ
Ｎ

３
０
０
人
が
５
月
よ
り
リ
オ

入
り
し
た
が
、
運
転
手
た

ち
の
労
組
Ｆ
ｅ
ｔ
ｒ
ａ
ｎ
ｓ

ｃ
ａ
ｒ
ｇ
ａ
に
よ
る
と
、
４

月
は
８
４
９
件
だ
っ
た
積
み

荷
強
盗
の
件
数
は
、
５
月
は

１
０
３
１
件
に
と
、
２
１
％

の
増
加
を
記
録
し
た
。

　

ト
ラ
ッ
ク
運
転
手
た
ち
は

「
こ
の
仕
事
は
危
険
と
隣
り

合
わ
せ
。
身
の
安
全
は
全
く

保
証
さ
れ
て
い
な
い
」
と
嘆

き
、
Ｆ
ｅ
ｔ
ｒ
ａ
ｎ
ｓ
ｃ
ａ

ｒ
ｇ
ａ
会
長
の
エ
ド
ゥ
ア
ル

ド
・
レ
ブ
ッ
ジ
氏
も
、「
Ｆ

Ｎ
は
来
た
け
れ
ど
状
況
は
改

善
し
て
な
い
」
と
語
る
。

　

Ｆ
Ｎ
は
市
内
の
幹
線
道
路

や
市
内
を
通
る
国
道
周
辺
の

計
２
０
カ
所
に
散
ら
ば
っ
て

警
備
し
て
い
る
が
、
警
備
地

点
に
留
ま
り
、
巡
回
も
し
な

い
上
、
朝
６
時
か
ら
夕
方
６

時
ま
で
し
か
警
備
を
行
わ
な

い
と
い
う
。

　
「
交
通
量
の
少
な
い
夜

１
０
時
か
１
１
時
頃
、
幹
線

道
路
を
走
っ
て
も
Ｆ
Ｎ
は
い

な
い
。
強
盗
は
そ
こ
を
狙
っ

て
現
れ
る
。
車
を
停
め
さ

せ
て
荷
物
を
全
て
持
っ
て

い
く
。
荷
物
が
な
い
と
き
は

運
転
手
の
私
物
ま
で
出
さ
せ

る
」
と
ト
ラ
ッ
ク
運
転
手
は

語
る
。

　

リ
オ
市
ス
ー
パ
ー
マ
ー

ケ
ッ
ト
協
会
に
よ
る
と
、
積

み
荷
強
盗
の
せ
い
で
、
保
険

そ
の
他
の
経
費
が
高
騰
し
、

販
売
価
格
が
２
割
も
上
が
っ

た
品
物
も
あ
る
と
い
う
。

　

テ
メ
ル
大
統
領
が
初
の
公

式
訪
問
中
の
２
２
日
、
ノ
ル

ウ
ェ
ー
政
府
が
法
定
ア
マ
ゾ

ン
保
護
の
た
め
の
ア
マ
ゾ
ン

基
金
へ
の
投
資
削
減
を
発
表

し
た
と
２
２
、２
３
日
付
伯

字
紙
・
サ
イ
ト
が
報
じ
た
。

　

同
国
は
ア
マ
ゾ
ン
基
金

に
対
す
る
最
大
の
支
援
国

で
、
０
８
年
８
月
以
降
、
既

に
２
７
億
７
千
万
レ
ア
ル

（
１
１
億
ド
ル
）
を
投
じ
て

き
た
。
同
国
以
外
の
支
援
者

は
、
ド
イ
ツ
（
６
０
６
９
万

レ
）
と
ペ
ト
ロ
ブ
ラ
ス

（
１
４
７
０
万
レ
）
だ
。

　

同
国
が
今
年
の
資
金
半

減
の
意
向
を
表
明
し
た
の

は
、
同
国
政
府
関
係
者
と
伯

国
の
ジ
ョ
ゼ
・
サ
ル
ネ
イ
・

フ
ィ
ー
リ
ョ
環
境
相
と
の
会

合
中
だ
っ
た
と
い
う
。
こ
れ

に
よ
り
、
伯
国
へ
の
投
資
は

１
億
９
６
０
０
万
レ
ア
ル
削

ら
れ
る
見
込
み
だ
。

　

同
国
は
、
０
８
年
の
基
金

創
設
時
に
、
伯
国
で
の
森
林

伐
採
が
拡
大
し
た
場
合
は
資

金
を
削
減
す
る
事
を
明
言
し

て
お
り
、
今
年
も
既
に
、
資

金
削
減
の
可
能
性
あ
り
と
警

告
し
て
い
た
。

　

同
国
政
府
関
係
者
は
サ
ル

ネ
イ
・
フ
ィ
ー
リ
ョ
環
境
相

と
の
会
合
中
、「
今
後
の
森

林
伐
採
を
削
減
で
き
る
か
」

と
質
問
。
サ
ル
ネ
イ
環
境
相

は
「
出
来
る
限
り
の
手
は
尽

く
し
た
の
で
減
少
す
る
と
思

う
」
と
答
え
た
と
い
う
。

　

テ
メ
ル
大
統
領
は
２
３
日

に
持
た
れ
た
エ
ル
ナ
・
ソ
ル

ベ
ル
グ
首
相
と
の
会
談
時
、

「
ノ
ル
ウ
ェ
ー
か
ら
の
資
金

は
法
定
ア
マ
ゾ
ン
で
の
伐
採

削
減
の
鍵
」
で
「
不
法
伐
採

防
止
の
た
め
の
監
視
体
制
の

整
備
は
同
国
か
ら
の
資
金
に

よ
る
も
の
」
と
強
調
し
た
。

ま
た
、
伯
国
報
道
陣
の
「
資

金
削
減
回
避
は
可
能
か
」
と

の
質
問
に
は
、「
ソ
ル
ベ
ル

グ
首
相
と
同
国
議
会
議
長
は

見
直
し
の
意
向
を
示
し
た
」

と
答
え
て
い
る
。

　

首
脳
会
談
は
貿
易
や
環
境

問
題
が
中
心
だ
っ
た
が
、
会

談
会
場
前
に
は
「
先
住
民
の

人
権
保
護
」
や
「
人
権
と
民

主
主
義
保
護
」
と
書
か
れ
た

プ
ラ
カ
ー
ド
を
掲
げ
て
の
抗

議
行
動
も
展
開
さ
れ
た
。

　

ソ
ル
ベ
ル
グ
首
相
は
会
談

後
の
記
者
会
見
で
ラ
ヴ
ァ
・

ジ
ャ
ッ
ト
作
戦
の
行
方
や
伯

国
の
汚
職
へ
の
懸
念
を
表
明

し
、「
全
て
洗
い
流
す
べ
き
」

と
語
っ
た
。

　

一
方
、
テ
メ
ル
大
統
領
は

「
我
々
は
議
会
の
協
力
も
得

て
諸
改
革
を
推
進
中
だ
。
伯

国
は
大
統
領
制
だ
が
半
議
会

政
治
国
だ
。
三
権
分
立
も
確

立
し
て
い
る
。
伯
国
の
民
主

主
義
は
１
９
８
８
年
の
新
憲

法
で
正
式
に
確
立
し
た
が
、

実
際
に
は
も
っ
と
成
熟
し
て

い
る
」
と
強
調
し
た
。

　

エ
ス
ピ
リ
ト
サ
ン
ト
州
の

国
道
１
０
１
号
線
３
４
３
キ

ロ
地
点
で
２
２
日
朝
、
バ
ス

と
ト
ラ
ッ
ク
、
救
急
車
２
台

が
衝
突
し
、
２
２
人
死
亡
、

２
１
人
負
傷
と
い
う
惨
事
が

起
き
た
。
２
３
日
付
伯
字
紙

が
報
じ
て
い
る
。

　

事
故
が
起
き
た
の
は
２
２

日
午
前
６
時
３
０
分
頃
で
、

カ
シ
ョ
エ
イ
ラ
・
デ
・
イ
タ

ペ
ミ
リ
ン
方
面
に
向
か
っ
て

い
た
ト
ラ
ッ
ク
が
バ
ラ
ン
ス

を
失
っ
て
横
転
。
反
対
車
線

に
は
み
出
し
た
た
め
、
聖
市

か
ら
ヴ
ィ
ッ
ト
リ
ア
市
に
向

か
う
バ
ス
が
よ
け
き
れ
ず
に

衝
突
し
た
。

　

こ
の
シ
ョ
ッ
ク
で
バ
ス
は

二
つ
に
割
れ
た
上
、
炎
上
。

バ
ス
の
後
ろ
を
走
っ
て
い
た

救
急
車
２
台
も
避
け
き
れ

ず
、
衝
突
し
た
。

　

こ
の
事
故
で
、
バ
ス
の
乗

客
１
９
人
、
ト
ラ
ッ
ク
と
救

急
車
１
台
の
運
転
手
の
計

２
１
人
が
即
死
し
た
。ま
た
、

バ
ス
の
乗
客
の
う
ち
１
１
人

が
近
く
の
病
院
に
運
ば
れ
た

が
、
重
体
だ
っ
た
７
人
の
内

の
１
人
が
病
院
で
息
を
引
き

取
り
、
死
者
の
数
が
２
２
人

と
な
っ
た
。

　

出
火
・
炎
上
し
た
バ
ス
は

聖
市
の
チ
エ
テ
・
タ
ー
ミ
ナ

ル
か
ら
出
発
し
た
高
速
バ
ス

で
、
乗
客
３
０
人
が
乗
っ
て

い
た
。

　

警
察
は
事
故
の
原
因
と

な
っ
た
ト
ラ
ッ
ク
に
つ
い
て

調
べ
て
い
る
が
。
ト
ラ
ッ
ク

は
事
故
当
時
、
重
量
制
限
を

越
え
る
４
０
ト
ン
超
の
石
材

を
乗
せ
て
走
っ
て
い
た
上
、

タ
イ
ヤ
も
溝
が
な
く
な
る
ほ

ど
擦
り
減
っ
て
い
た
。
事
故

当
時
は
ブ
レ
ー
キ
も
利
か
な

く
な
っ
て
い
た
と
い
う
。

外国為替市況
中銀サイトより

6月23日午後 4時現在
米ドル相場

売　3.3397  R$
買　3.3385  R$

円相場
売　0.0300  R$
買　0.0300  R$

ＪＢＳのデラソン担当継続へ
　

２
１
、２
２
両
日
は
、
Ｊ

Ｂ
Ｓ
の
デ
ラ
ソ
ン
の
有
効
性

と
フ
ァ
キ
ン
判
事
が
同
社
に

関
す
る
報
告
官
を
続
け
て
務

め
る
こ
と
に
関
す
る
判
事
投

票
が
行
わ
れ
、
フ
ァ
キ
ン
判

事
は
じ
め
、
ア
レ
ッ
シ
ャ
ン

ド
レ
・
デ
・
モ
ラ
エ
ス
、
ル

イ
ス
・
ロ
ベ
ル
ト
・
バ
ロ
ー

ゾ
、
ロ
ー
ザ
・
ウ
ェ
ー
ベ
ル
、

ル
イ
ス
・
フ
ク
ス
、
デ
ィ
ア

ス
・
ト
フ
ォ
リ
、
リ
カ
ル
ド
・

レ
ヴ
ァ
ン
ド
ウ
ス
キ
ー
の
計

７
判
事
が
、「
賛
成
」
票
を

ト
ラ
ッ
ク
強
盗
が
頻
発
中

Ｆ
Ｎ
の
警
備
増
援
も
効
果
な
く

国
道
で
４
台
の
車
が
衝
突

２
２
人
死
亡
、
６
人
が
重
体

伯
国
大
統
領
の
訪
問
中
に
決
断

最高裁
ファキン判事

米国農務省

伯
国
産
生
鮮
牛
肉
禁
輸
を
発
表

（２）２０１７年 第４７８１号 ６月 ２４日 （土曜日）

Ｅ Ｓ 州

リ オ 市 内



　

２
０
１
０
年ね

ん

に
起お

き
た
尖せ

ん

閣か
く

諸し
ょ

島と
う

に
お
け
る
中

ち
ゅ
う

国ご
く

漁ぎ
ょ

船せ
ん

体た
い

当あ

た
り
事じ

件け
ん

は
、
日に

本ほ
ん

中じ
ゅ
うを
震し

ん

撼か
ん

さ
せ
た
が
、
そ
の
２
年ね

ん

前ま
え

に

「
尖せ

ん

閣か
く

諸し
ょ

島と
う

か
ら
日に

っ

中ち
ゅ
う

対た
い

立り
つ

が
起お

こ
る
」
こ
と
を
予よ

測そ
く

し
た

識し
き

者し
ゃ

が
い
る
。
本ほ

ん

誌し

に
も
た
び
た
び
登と

う

場じ
ょ
うい
た
だ
い
て
い
る
モ

ス
ク
ワ
在ざ

い

住じ
ゅ
うの
国こ

く

際さ
い

関か
ん

係け
い

ア
ナ
リ
ス
ト
北き

た

野の

幸よ
し

伯の
り

氏し

で
あ
る
。

　

氏し

の
最さ

い

新し
ん

著ち
ょ

「
日に

本ほ
ん

人じ
ん

の
知し

ら
な
い
『
ク
レ
ム
リ
ン・メ
ソ
ッ

ド
』
世せ

界か
い

を
動う

ご

か
す
１
１
の
原げ

ん

理り

」［
１
］
で
は
、
な
ぜ
そ
う

い
う
予よ

測そ
く

が
で
き
た
か
の
種た

ね

明あ

か
し
を
し
て
い
る
。

　

そ
れ
は
簡か

ん

単た
ん

な
こ
と
で
、「
ア
メ
リ
カ
が
撤て

っ

退た
い

し
た
後あ

と

に
、

中ち
ゅ
う

国ご
く

が
何な

に

を
し
た
の
か
」
に
関か

ん

す
る
事じ

実じ
つ

を
見み

て
み
れ
ば
す

ぐ
に
分わ

か
る
と
い
う
。

（
１
）　

１
９
７
３
年ね

ん

に
ア
メ
リ
カ
は
南み

な
みベ
ト
ナ
ム
か
ら
撤て

っ

退た
い

。

翌よ
く

１
９
７
４
年ね

ん

１
月が

つ

、
中

ち
ゅ
う

国ご
く

は
西せ

い

沙さ

諸し
ょ

島と
う

の
南み

な
み
ベ
ト
ナ
ム
実じ

っ

効こ
う

支し

配は
い

地ち

域い
き

に
侵し

ん

攻こ
う

し
、
占せ

ん

領り
ょ
う。
そ
の
後ご

、
同ど

う

諸し
ょ

島と
う

に
滑か

っ

走そ
う

路ろ

や
通つ

う

信し
ん

施し

設せ
つ

を
建け

ん

設せ
つ

。

（
２
）　

１
９
９
２
年ね

ん

、ア
メ
リ
カ
軍ぐ

ん

は
フ
ィ
リ
ピ
ン
の
ス
ー
ビ
ッ

ク
基き

地ち

、
ク
ラ
ー
ク
空く

う

軍ぐ
ん

基き

地ち

か
ら
撤て

っ

退た
い

。
１
９
９
５
年ね

ん

１

月が
つ

、
中

ち
ゅ
う

国ご
く

は
フ
ィ
リ
ピ
ン
が
実じ

っ

効こ
う

支し

配は
い

し
て
い
た
南な

ん

沙さ

諸し
ょ

島と
う

ミ

ス
チ
ー
フ
環か

ん

礁し
ょ
うに
軍ぐ

ん

事じ

監か
ん

視し

施し

設せ
つ

を
建け

ん

設せ
つ

し
、
そ
の
ま
ま
居い

座す
わ
っ
た
。

　

要よ
う

は
、
中

ち
ゅ
う

国ご
く

は
米べ

い

軍ぐ
ん

が
後こ

う

退た
い

し
た
真し

ん

空く
う

地ち

帯た
い

に
は
す
ぐ
に

侵し
ん

出し
ゅ
つす
る
、
と
い
う
事じ

実じ
つ

で
あ
る
。
尖せ

ん

閣か
く

諸し
ょ

島と
う

も
当と

う

時じ

、
米べ

い

軍ぐ
ん

が
日に

ち

米べ
い

安あ
ん

保ぽ

の
対た

い

象し
ょ
うに
す
る
か
ど
う
か
明め

い

確か
く

に
し
て
お
ら

ず
、
ま
た
民み

ん

主し
ゅ

党と
う

政せ
い

権け
ん

の
弱よ

わ

腰ご
し

も
あ
っ
て
、
軍ぐ

ん

事じ

的て
き

に
は
真し

ん

空く
う

地ち

帯た
い

で
あ
っ
た
。 国こ

く

際さ
い

社し
ゃ

会か
い

は
嘘う

そ

ば
か
り

北き
た

野の

幸よ
し

伯の
り

『
ク
レ
ム
リ
ン
・
メ
ソ
ッ
ド
』を
読よ

む

２０１０年
ねん

１月
がつ

２５日
にち

版
ばん

　

中
ち
ゅ
う

国ご
く

は
口く

ち

先さ
き

で
は
「
平へ

い

和わ

的て
き

台た
い

頭と
う

」
な
ど
と
言い

っ
て
い
る
が
、

「
国こ

く

益え
き

の
た
め
に
、
国こ

っ

家か

は
あ
ら
ゆ
る
ウ
ソ
を
つ
く
」
と
い
う

の
が
、
国こ

く

際さ
い

社し
ゃ

会か
い

の
原げ

ん

理り

で
あ
り
、
そ
れ
を
見み

破や
ぶ

る
た
め
に
は
、

「
真し

ん

実じ
つ

は
、
言こ

と

葉ば

で
は
な
く
行こ

う

動ど
う

に
あ
ら
わ
れ
る
」
と
い
う
の

が
、
氏し

の
考か

ん
が
え
方か

た

だ
。

　

中
ち
ゅ
う

国ご
く

の
「
平へ

い

和わ

的て
き

台た
い

頭と
う

」
に
呼こ

応お
う

す
る
よ
う
に
、
日に

本ほ
ん

国こ
く

内な
い

で
も
「
沖お

き

縄な
わ

に
米べ

い

軍ぐ
ん

基き

地ち

は
い
ら
な
い
」「
平へ

い

和わ

憲け
ん

法ぽ
う

を

守ま
も

っ
て
い
れ
ば
戦せ

ん

争そ
う

は
起お

き
な
い
」
な
ど
と
言い

う
人ひ

と

が
い
ま
だ

に
い
る
。
そ
う
い
う
嘘う

そ

に
騙だ

ま

さ
れ
続つ

づ

け
た
ら
、
我わ

れ

々わ
れ

の
子し

孫そ
ん

は

ベ
ト
ナ
ム
や
フ
ィ
リ
ピ
ン
の
み
な
ら
ず
、
チ
ベッ
ト
や
モ
ン
ゴ
ル
、

ウ
ィ
グ
ル
の
よ
う
な
目め

に
遭あ

う
か
も
し
れ
な
い
。

　

そ
れ
を
避さ

け
る
た
め
に
は
、
こ
う
い
う
嘘う

そ

を
見み

破や
ぶ

る
だ
け
の

見け
ん

識し
き

を
我わ

れ

々わ
れ

は
持も

た
な
け
れ
ば
な
ら
な
い
。

　

北き
た

野の

氏し

は
ロ
シ
ア
の
外が

い

交こ
う

官か
ん

や
情

じ
ょ
う

報ほ
う

員い
ん

を
養よ

う

成せ
い

す
る
モ
ス
ク

ワ
国こ

く

際さ
い

関か
ん

係け
い

大だ
い

学が
く

を
日に

本ほ
ん

人じ
ん

と
し
て
初は

じ

め
て
卒そ

つ

業ぎ
ょ
うし
て
お
り
、

国こ
く

際さ
い

政せ
い

治じ

の
嘘う

そ

を
見み

破や
ぶ

る
方ほ

う

法ほ
う

を
今こ

ん

回か
い「
ク
レ
ム
リ
ン・メ
ソ
ッ

ド
」
と
し
て
説と

い
て
い
る
。
そ
の
さ
わ
り
を
紹

し
ょ
う

介か
い

し
た
い
。

　

前ぜ
ん

節せ
つ

の
「
国こ

く

益え
き

の
た
め
に
、国こ

っ

家か

は
あ
ら
ゆ
る
ウ
ソ
を
つ
く
」

と
い
う
の
が
、
ク
レ
ム
リ
ン
メ
ソ
ッ
ド
の
第だ

い

７
の
原げ

ん

理り

だ
が
、

そ
れ
に
続つ

づ

く
第だ

い

８
の
原げ

ん

理り

が
「
世せ

界か
い

の
す
べ
て
の
情

じ
ょ
う

報ほ
う

は
操そ

う

作さ

さ
れ
て
い
る
」
だ
。

　

世せ

界か
い

に
は
い
ろ
い
ろ
な
「
情

じ
ょ
う

報ほ
う

ピ
ラ
ミ
ッ
ド
」
が
あ
り
、
そ

の
国く

に

の
国こ

く

民み
ん

や
世せ

界か
い

に
対た

い

し
て
、
都つ

合ご
う

の
よ
い
情

じ
ょ
う

報ほ
う

を
流な

が

す
と

い
う
プ
ロ
パ
ガ
ン
ダ
を
行

お
こ
な
っ
て
い
る
。

「
米べ

い

英え
い

情じ
ょ
う

報ほ
う

ピ
ラ
ミ
ッ
ド
」
で
は
、「
米べ

い

英え
い

に
都つ

合ご
う

の
よ
い
情

じ
ょ
う

報ほ
う

」
が
流な

が

さ
れ
る
。

「
中

ち
ゅ
う

共き
ょ
う

情じ
ょ
う

報ほ
う

ピ
ラ
ミ
ッ
ド
」
で
は
、「
中

ち
ゅ
う

国ご
く

共き
ょ
う

産さ
ん

党と
う

政せ
い

府ふ

に

都つ

合ご
う

の
よ
い
情

じ
ょ
う

報ほ
う

」
が
流な

が

さ
れ
る
。

「
ク
レ
ム
リ
ン
情

じ
ょ
う

報ほ
う

ピ
ラ
ミ
ッ
ド
」
で
は
、「
ロ
シ
ア
政せ

い

府ふ

に
都つ

３
．「
世せ

界か
い

の
す
べ
て
の
情じ

ょ
う

報ほ
う

は

　
　
「
操そ

う

作さ

」
さ
れ
て
い
る
」

合ご
う

の
よ
い
情

じ
ょ
う

報ほ
う

」
が
流な

が

さ
れ
る
。

　
日に

本ほ
ん

人じ
ん

は「
米べ

い

英え
い

情じ
ょ
う

報ほ
う

ピ
ラ
ミ
ッ
ド
」し
か
知し

ら
な
い
の
で
、

そ
の
プ
ロ
パ
ガ
ン
ダ
に
騙だ

ま

さ
れ
や
す
い
。
し
か
し
、
た
と
え
ば
、

「
ク
レ
ム
リ
ン
情

じ
ょ
う

報ほ
う

ピ
ラ
ミ
ッ
ド
」
が
ど
ん
な
情

じ
ょ
う

報ほ
う

を
流な

が

し
て

い
る
か
調し

ら

べ
て
み
れ
ば
、
両

り
ょ
う

者し
ゃ

の
食く

い
違ち

が

い
か
ら
、
世せ

界か
い

の
実じ

っ

態た
い

が
よ
り
よ
く
見み

え
て
く
る
。

　

た
と
え
ば
昨さ

く

年ね
ん

３
月が

つ

の
ロ
シ
ア
に
よ
る
ク
リ
ミ
ア
併へ

い

合ご
う

は
、

欧お
う

米べ
い

そ
し
て
日に

本ほ
ん

で
は
「
ウ
ク
ラ
イ
ナ
領り

ょ
う
ク
リ
ミ
ア
自じ

治ち

共
き
ょ
う

和わ

国こ
く

と
セ
ヴ
ァ
ス
ト
ポ
リ
市し

を
、
ロ
シ
ア
が
武ぶ

力り
ょ
くを
背は

い

景け
い

に
併へ

い

合ご
う

し
た
国こ

く

際さ
い

法ほ
う

違い

反は
ん

」
と
言い

わ
れ
て
い
る
。

　

し
か
し
、
ク
レ
ム
リ
ン
情

じ
ょ
う

報ほ
う

ピ
ラ
ミ
ッ
ド
で
は
「
ク
リ
ミ
ア

は
１
７
８
３
年ね

ん

か
ら
１
９
５
４
年ね

ん

ま
で
ロ
シ
ア
に
属ぞ

く

し
て
い
た

ロ
シ
ア
固こ

有ゆ
う

の
領

り
ょ
う

土ど

」
で
あ
り
、「
ク
リ
ミ
ア
で
住

じ
ゅ
う

民み
ん

投と
う

票ひ
ょ
うが

実じ
っ

施し

さ
れ
、
９
７
％
が
ロ
シ
ア
へ
の
編へ

ん

入に
ゅ
うを
指し

示じ

し
た
か
ら
」

と
一い

っ

蹴し
ゅ
うす
る
。

　

そ
し
て
「
欧お

う

米べ
い

は
２
０
０
８
年ね

ん

、
コ
ソ
ボ
自じ

治ち

州し
ゅ
うが
セ
ル

ビ
ア
か
ら
一い

っ

方ぽ
う

的て
き

に
独ど

く

立り
つ

す
る
の
を
支し

持じ

し
た
で
は
な
い
か
？　

コ
ソ
ボ
が
合ご

う

法ほ
う

な
ら
、
な
ぜ
ク
リ
ミ
ア
は
違い

法ほ
う

な
の
か
？
」
と

反は
ん

論ろ
ん

す
る
。

　
こ
う
し
た
二ふ

た

つ
の
対た

い

立り
つ

す
る
「
情

じ
ょ
う

報ほ
う

ピ
ラ
ミ
ッ
ド
」
を
比ひ

較か
く

す
れ
ば
、
そ
の
矛む

盾じ
ゅ
んか
ら
、
ど
ち
ら
が
嘘う

そ

を
つ
い
て
い
る
か
、

見み

え
て
く
る
。
こ
れ
が
北き

た

野の

氏し

の
強つ

よ

み
で
あ
ろ
う
。

　
「
中

ち
ゅ
う

共き
ょ
う

情じ
ょ
う

報ほ
う

ピ
ラ
ミ
ッ
ド
」
か
ら
流な

が

さ
れ
て
い
る
の
が
、

「
日に

本ほ
ん

の
軍ぐ

ん

国こ
く

主し
ゅ

義ぎ

復ふ
っ

活か
つ

」「
日に

本ほ
ん

は
第だ

い

二に

次じ

大た
い

戦せ
ん

の
結け

っ

果か

を

覆く
つ
が
えそ
う
と
し
て
い
る
」「
日に

本ほ
ん

は
中

ち
ゅ
う

国ご
く

か
ら
釣

ち
ょ
う

魚ぎ
ょ

諸し
ょ

島と
う

（
尖せ

ん

閣か
く

諸し
ょ

島と
う

）
を
盗ぬ

す

ん
だ
」
な
ど
と
い
う
プ
ロ
パ
ガ
ン
ダ
だ
。
北き

た

野の

氏し

は
次つ

ぎ

の
よ
う
な
ロ
シ
ア
か
ら
の
報ほ

う

道ど
う

を
紹

し
ょ
う

介か
い

し
て
い
る
。

　
中

ち
ゅ
う

国ご
く

の
著ち

ょ

名め
い

な
専せ

ん

門も
ん

家か

は
、
中

ち
ゅ
う

国ご
く

と
同ど

う

様よ
う

、
日に

本ほ
ん

と
領

り
ょ
う

土ど

問も
ん

題だ
い

を
抱か

か

え
る
ロ
シ
ア
と
韓か

ん

国こ
く

に
対た

い

し
、
反は

ん

日に
ち

統と
う

一い
つ

共き
ょ
う

同ど
う

戦せ
ん

線せ
ん

を
組く

む
こ
と
を
呼よ

び
か
け
た
。

（
中

ち
ゅ
う

略り
ゃ
く）

　
郭か

く

氏し

（
上

じ
ょ
う

記き

の
専せ

ん

門も
ん

家か

）
は
対た

い

日に
ち

同ど
う

盟め
い

を
組く

ん
で
い
た
米べ

い

国こ
く

、
ソ
連れ

ん

、
英え

い

国こ
く

、
中

ち
ゅ
う

国ご
く

が
採さ

い

択た
く

し
た
一い

ち

連れ
ん

の
国こ

く

際さ
い

的て
き

宣せ
ん

言げ
ん

１
．
中ち

ゅ
う国　
ご
くの「
平へ

い

和わ

的て
き

台た
い

頭と
う

」と
い
う
嘘う

そ

で
は
、
第だ

い

二に

次じ

大た
い

戦せ
ん

後ご

、
敗は

い

戦せ
ん

国こ
く

日に

本ほ
ん

の
領

り
ょ
う

土ど

は
北ほ

っ

海か
い

道ど
う

、

本ほ
ん

州し
ゅ
う、
四し

国こ
く

、
九

き
ゅ
う

州し
ゅ
う４
島と

う

に
限げ

ん

定て
い

さ
れ
て
お
り
、
こ
う
し
た

理り

由ゆ
う

で
日に

本ほ
ん

は
南み

な
みク
リ
ル
諸し

ょ

島と
う

、
ト
ク
ト
（
竹た

け

島し
ま

）、
釣

ち
ょ
う

魚ぎ
ょ

諸し
ょ

島と
う

（
尖せ

ん

閣か
く

諸し
ょ

島と
う

）
の
み
な
ら
ず
、
沖お

き

縄な
わ

を
も
要よ

う

求き
ゅ
うし
て
は
な

ら
な
い
と
の
考か

ん
がえ
を
示し

め

し
た
。［
１
，
ｐ
２
９
４
］

　

中
ち
ゅ
う

国ご
く

が
尖せ

ん

閣か
く

諸し
ょ

島と
う

の
領

り
ょ
う

有ゆ
う

権け
ん

を
主し

ゅ

張ち
ょ
うし
始は

じ

め
た
の
は

１
９
７
１
年ね

ん

で
あ
り
、
第だ

い

２
次じ

大た
い

戦せ
ん

と
は
ま
っ
た
く
関か

ん

係け
い

が
な

い
の
で
、
上

じ
ょ
う

記き

の
主し

ゅ

張ち
ょ
うは
完か

ん

全ぜ
ん

な
嘘う

そ

で
あ
る
。
お
そ
ら
く
言い

っ

て
い
る
本ほ

ん

人に
ん

も
、
そ
ん
な
事こ

と

は
百ひ

ゃ
く
も
承

し
ょ
う

知ち

だ
ろ
う
。
知し

っ
て
い

な
が
ら
、
平へ

い

然ぜ
ん

と
嘘う

そ

を
流な

が

す
の
が
プ
ロ
パ
ガ
ン
ダ
で
あ
る
。

　

し
か
も
、
中

ち
ゅ
う

国ご
く

は
尖せ

ん

閣か
く

諸し
ょ

島と
う

だ
け
で
な
く
、
沖お

き

縄な
わ

へ
の
野や

心し
ん

を
持も

っ
て
い
る
こ
と
を
こ
の
発は

つ

言げ
ん

は
示し

め

し
て
い
る
。
尖せ

ん

閣か
く

と

沖お
き

縄な
わ

を
中

ち
ゅ
う

国ご
く

が
握に

ぎ

れ
ば
、
中

ち
ゅ
う

国ご
く

海か
い

軍ぐ
ん

は
太た

い

平へ
い

洋よ
う

に
自じ

由ゆ
う

に
侵し

ん

出し
ゅ
つで
き
る
よ
う
に
な
り
、
米べ

い

軍ぐ
ん

は
グ
ア
ム
ま
で
後こ

う

退た
い

し
て
、
西に

し

太た
い

平へ
い

洋よ
う

は
「
中

ち
ゅ
う

国ご
く

の
海う

み

」
と
な
る
。

　
「
中

ち
ゅ
う

国ご
く

の
海う

み

」
に
浮う

か
ぶ
日に

本ほ
ん

列れ
っ

島と
う

は
、
資し

源げ
ん

輸ゆ

入に
ゅ
うの
シ
ー

レ
ー
ン
を
支し

配は
い

さ
れ
て
、
中

ち
ゅ
う

国ご
く

の
属ぞ

っ

国こ
く

と
な
ら
ざ
る
を
え
な

い
。
中

ち
ゅ
う

国ご
く

は
日に

本ほ
ん

の
富と

み

と
技ぎ

術じ
ゅ
つを
自じ

国こ
く

の
た
め
に
使つ

か

え
る
よ
う

に
な
る
。
そ
う
す
れ
ば
、
ア
メ
リ
カ
に
も
十

じ
ゅ
う

分ぶ
ん

対た
い

抗こ
う

で
き
る
覇は

権け
ん

を
確か

く

立り
つ

で
き
る
の
で
あ
る
。

　
「
世せ

界か
い

の
出で

来き

事ご
と

は
、
国く

に

の
戦せ

ん

略り
ゃ
くに
よ
っ
て
仕し

組く

ま
れ
る
」

と
は
、
ク
レ
ム
リ
ン
・
メ
ソ
ッ
ド
の
第だ

い

９
の
原げ

ん

理り

で
あ
る
。
中

ち
ゅ
う

国ご
く

漁ぎ
ょ

船せ
ん

体た
い

当あ

た
り
事じ

件け
ん

も
中

ち
ゅ
う

国ご
く

の
太た

い

平へ
い

洋よ
う

侵し
ん

出し
ゅ
つと
い
う
戦せ

ん

略
り
ゃ
く

の
一い

っ

環か
ん

で
あ
る
。

　

続つ
づ

く
第だ

い

１
０
の
原げ

ん

理り

が
「
戦せ

ん

争そ
う

と
は
、
情

じ
ょ
う

報ほ
う

戦せ
ん

、
経け

い

済ざ
い

戦せ
ん

、
実じ

っ

戦せ
ん

の
３
つ
で
あ
る
」。
武ぶ

士し

道ど
う

の
伝で

ん

統と
う

を
持も

つ
日に

本ほ
ん

は
、

戦せ
ん

争そ
う

と
言い

え
ば
、
武ぶ

器き

を
持も

っ
て
戦た

た
か
う
戦せ

ん

闘と
う

と
い
う
先せ

ん

入に
ゅ
う

観か
ん

が
あ
る
。
そ
の
「
実じ

っ

戦せ
ん

」
の
前ま

え

に
、
相あ

い

手て

を
周

し
ゅ
う

囲い

か
ら
孤こ

立り
つ

さ
せ
る
「
情

じ
ょ
う

報ほ
う

戦せ
ん

」、
相あ

い

手て

の
経け

い

済ざ
い

力り
ょ
くを
弱よ

わ

め
る
「
経け

い

済ざ
い

戦せ
ん

」

が
あ
る
。
孫そ

ん

子し

を
生う

ん
だ
中

ち
ゅ
う

国ご
く

人じ
ん

は
「
戦た

た
か
わ
ず
し
て
勝か

つ
」

こ
と
を
目め

指ざ

す
「
情

じ
ょ
う

報ほ
う

戦せ
ん

」
が
得と

く

意い

で
あ
る
。

　

北き
た

野の

氏し

は
、
先さ

き

の
大た

い

戦せ
ん

で
の
我わ

が
国く

に

の
敗は

い

戦せ
ん

は
、
日に

本ほ
ん

が

孤こ

立り
つ

し
て
ア
メ
リ
カ
、
イ
ギ
リ
ス
、
中

ち
ゅ
う

国ご
く

、
ソ
連れ

ん

と
戦

た
た
か
っ
た
点て

ん

に
あ
る
と
し
て
、
そ
の
起き

点て
ん

を
１
９
３
２
年ね

ん

１
１
月が

つ

、「
満ま

ん

洲し
ゅ
う

国こ
く

問も
ん

題だ
い

」
を
検け

ん

討と
う

す
る
「
国こ

く

際さ
い

連れ
ん

盟め
い

理り

事じ

会か
い

」
に
求も

と

め
る
。

　
こ
の
理り

事じ

会か
い

で
中

ち
ゅ
う

国ご
く

側が
わ

代だ
い

表ひ
ょ
うは
、
す
で
に
「
偽ぎ

書し
ょ

」
と
判は

ん

明め
い

し
て
い
る
「
田た

中な
か

メ
モ
リ
ア
ル
」
の
有ゆ

う

名め
い

な
一い

っ

節せ
つ

を
読よ

み
上あ

げ
た
。
１
９
２
７
年ね

ん

に
当と

う

時じ

の
田た

中な
か

義ぎ

一い
ち

首し
ゅ

相し
ょ
うが
天て

ん

皇の
う

陛へ
い

下か

に
上

じ
ょ
う

奏そ
う

し
た
、
と
す
る
偽ぎ

文ぶ
ん

書し
ょ

で
あ
る
。

　
シ
ナ
を
征せ

い

服ふ
く

せ
ん
と
欲ほ

っ

せ
ば
、
先ま

ず
満ま

ん

蒙も
う

を
征せ

い

せ
ざ
る
べ
か

ら
ず
。
世せ

界か
い

を
征せ

い

服ふ
く

せ
ん
と
欲ほ

っ

せ
ば
、
必か

な
ら
ず
先ま

ず
シ
ナ
を
征せ

い

服ふ
く

せ
ざ
る
べ
か
ら
ず
。

　
こ
の
プ
ロ
パ
ガ
ン
ダ
が
奏そ

う

功こ
う

し
て
、
翌よ

く

１
９
３
３
年ね

ん

２
月が

つ

の

国こ
く

際さ
い

連れ
ん

盟め
い

総そ
う

会か
い

で
は
満ま

ん

洲し
ゅ
う

国こ
く

建け
ん

設せ
つ

の
是ぜ

非ひ

に
関か

ん

す
る
採さ

い

決け
つ

が

行お
こ
なわ
れ
、
４
２
カ
国こ

く

が
反は

ん

対た
い

、
賛さ

ん

成せ
い

は
日に

本ほ
ん

だ
け
。
激げ

き

怒ど

し

た
日に

本ほ
ん

は
国こ

く

際さ
い

連れ
ん

盟め
い

を
脱だ

っ

退た
い

し
た
。
こ
の
後あ

と

、
日に

本ほ
ん

は
中

ち
ゅ
う

国ご
く

全ぜ
ん

土ど

で
「
日に

っ

貨か

排は
い

斥せ
き

」
と
い
う
経け

い

済ざ
い

戦せ
ん

争そ
う

を
仕し

掛か

け
ら
れ
る
。

　※これを読
よ

めば自
しぜん

然に、日
にっぽん

本の
文

ぶんか

化や歴
れきし

史に関
かんしん

心がもてるような話
はなし

を
毎
まいしゅう

週掲
けいさい

載しています。より多
おお

くの二
にせい

世
の方

かた

や日
にほんご

本語学
がくしゅう

習者
しゃ

に読
よ

んでもらい、
少
すこ

しでも日
にっぽん

本に興
きょうみ

味を持
も

ってもらえる
よう、最

もよ

寄りの日
にほんご

本語学
がっこう

校や日
にっけい

系団
だんたい

体
の掲

けいじばん

示板に張
は

ったり、普
ふだん

段は邦
ほうじ

字紙
し

を
読
よ

んでいない兄
きょうだい

弟や子
こ

や孫
まご

などに記
きじ

事
を紹

しょうかい

介してください。
（ニッケイ新

しんぶん

聞編
へんしゅう

集部
ぶ

）

２
．『
国こ

く

益え
き

』
の
た
め
に
国こ

っ

家か

は

　
　

あ
ら
ゆ
る
『
ウ
ソ
』
を
つ
く

　

現げ
ん

代だ
い

中ち
ゅ
う

国ご
く

の
仕し

掛か

け
る
「
南な

ん

京き
ん

大だ
い

虐ぎ
ゃ
く

殺さ
つ

」「
日に

本ほ
ん

軍ぐ
ん

国こ
く

主し
ゅ

義ぎ

」「
靖や

す

国く
に

参さ
ん

拝ぱ
い

」「
釣

ち
ょ
う

魚ぎ
ょ

諸し
ょ

島と
う

」
な
ど
対た

い

日に
ち

批ひ

判は
ん

は
「
情

じ
ょ
う

報ほ
う

戦せ
ん

」
で
あ
り
、
日に

っ

本ぽ
ん

企き

業ぎ
ょ
うを
タ
ー
ゲ
ッ
ト
に
し
た
暴ぼ

う

動ど
う

や
キ
ー

マ
テ
リ
ア
ル
の
対た

い

日に
ち

禁き
ん

輸ゆ

は
「
経け

い

済ざ
い

戦せ
ん

」
で
あ
る
。
戦せ

ん

前ぜ
ん

も

戦せ
ん

後ご

も
中

ち
ゅ
う

国ご
く

の
や
る
事こ

と

は
変か

わ
ら
な
い
。「
戦せ

ん

争そ
う

は
も
う
始は

じ

ま
っ

て
い
る
」
と
北き

た

野の

氏し

は
指し

摘て
き

す
る
。

　
「
慰い

安あ
ん

婦ふ

」
問も

ん

題だ
い

も
中

ち
ゅ
う

国ご
く

の
仕し

業わ
ざ

で
、
表お

も
て
だ
っ
て
動う

ご

い
て
い

る
韓か

ん

国こ
く

は「
中

ち
ゅ
う

国ご
く

の
操あ

や
つり
人に

ん

形ぎ
ょ
う」
だ
と
、米べ

い

国こ
く

の
著ち

ょ

名め
い

な
ジ
ャ
ー

ナ
リ
ス
ト
、
マ
イ
ケ
ル
・
ヨ
ン
が
指し

摘て
き

し
て
い
る
。

　

グ
レ
ン
デ
ー
ル
（
注

ち
ゅ
う

：
慰い

安あ
ん

婦ふ

像ぞ
う

が
建た

て
ら
れ
た
米べ

い

国こ
く

の

市し

。
日に

っ

系け
い

市し

民み
ん

を
中

ち
ゅ
う

心し
ん

に
像ぞ

う

撤て
っ

去き
ょ

の
裁さ

い

判ば
ん

を
起お

こ
し
て
い
る
）

で
起お

き
た
裁さ

い

判ば
ん

の
訴そ

状じ
ょ
うを
見み

る
と
、
グ
ロ
ー
バ
ル
・
ア
ラ
イ
ア

ン
ス
（
世せ

界か
い

抗こ
う

日に
ち

戦せ
ん

争そ
う

史し

実じ
つ

維い

護ご

連れ
ん

合ご
う

会か
い

）
が
姿す

が
た
を
見み

せ
て

い
ま
す
。
こ
の
組そ

織し
き

は
在ざ

い

米べ
い

中ち
ゅ
う

国ご
く

人じ
ん

を
中

ち
ゅ
う

心し
ん

と
し
、
中

ち
ゅ
う

国ご
く

政せ
い

府ふ

と
の
協

き
ょ
う

力り
ょ
くも
密み

っ

接せ
つ

で
す
。
慰い

安あ
ん

婦ふ

問も
ん

題だ
い

で
は
こ
の
中

ち
ゅ
う

国ご
く

の

動う
ご

き
こ
そ
が
核か

く

心し
ん

な
の
で
す
。［
２
］

　
マ
イ
ケ
ル
・
ヨ
ン
氏し

は
、
米べ

い

政せ
い

府ふ

が
８
年ね

ん

も
か
け
た
日に

ち

独ど
く

の

戦せ
ん

争そ
う

犯は
ん

罪ざ
い

に
関か

ん

す
る
調

ち
ょ
う

査さ

で
、
日に

本ほ
ん

の
戦せ

ん

争そ
う

犯は
ん

罪ざ
い

に
関か

ん

す
る

１
４
万ま

ん

２
千せ

ん

ペ
ー
ジ
の
未み

公こ
う

開か
い

・
秘ひ

密み
つ

公こ
う

文ぶ
ん

書し
ょ

で
も
慰い

安あ
ん

婦ふ

の
強

き
ょ
う

制せ
い

連れ
ん

行こ
う

を
裏う

ら

付づ

け
る
史し

料り
ょ
うは
一い

ち

点て
ん

も
発は

っ

見け
ん

さ
れ
な
か
っ
た

事こ
と

を
指し

摘て
き

し
て
い
る
。［
３
］

　
「
慰い

安あ
ん

婦ふ

」
問も

ん

題だ
い

は
、
次つ

ぎ

の
目も

く

的て
き

に
か
な
う
情

じ
ょ
う

報ほ
う

戦せ
ん

の
傑け

っ

作さ
く

で
あ
る
。

　

―
韓か

ん

国こ
く

内な
い

の
反は

ん

日に
ち

運う
ん

動ど
う

を
盛も

り
上あ

げ
、
同ど

う

時じ

に
日に

本ほ
ん

国こ
く

内な
い

で
も
韓か

ん

国こ
く

の
執し

つ

拗よ
う

な
攻こ

う

撃げ
き

に
反は

ん

韓か
ん

ム
ー
ド
を
盛も

り
上あ

げ
る
。

　

―
米べ

い

国こ
く

で
日に

本ほ
ん

の
「
戦せ

ん

争そ
う

犯は
ん

罪ざ
い

」
を
ア
ピ
ー
ル
し
、
日に

ち

米べ
い

関か
ん

係け
い

に
ひ
び
を
入い

れ
る
。

　

す
な
わ
ち
「
慰い

安あ
ん

婦ふ

」
攻こ

う

撃げ
き

は
、
韓か

ん

国こ
く

を
中

ち
ゅ
う

国ご
く

陣じ
ん

営え
い

に
引ひ

き
入い

れ
、
米べ

い

国こ
く

を
日に

本ほ
ん

か
ら
遠と

お

ざ
け
、
日に

本ほ
ん

を
孤こ

立り
つ

さ
せ
る

た
め
の
「
情

じ
ょ
う

報ほ
う

戦せ
ん

」
な
の
で
あ
る
。

　
中

ち
ゅ
う

国ご
く

情じ
ょ
う

報ほ
う

ピ
ラ
ミ
ッ
ド
に
日に

本ほ
ん

国こ
く

内な
い

で
内な

い

通つ
う

し
て
い
る
の

が
、
朝あ

さ

日ひ

新し
ん

聞ぶ
ん

な
ど
の
偏へ

ん

向こ
う

マ
ス
コ
ミ
だ
。
こ
の
問も

ん

題だ
い

に
つ
い

て
は
、
今い

ま

ま
で
の
弊へ

い

誌し

記き

事じ

を
ま
と
め
た
週

し
ゅ
う

刊か
ん

メ
ー
ル
入

に
ゅ
う

門も
ん

講こ
う

座ざ

「
国こ

く

民み
ん

を
欺あ

ざ
む
く
捏ね

つ

造ぞ
う

報ほ
う

道ど
う

」
で
紹

し
ょ
う

介か
い

し
て
い
る
の
で
、

参さ
ん

照し
ょ
うく
だ
さ
い
。
ｈ
ｔ
ｔ
ｐ
：
／
／
ｂ
ｌ
ｏ
ｇ
．
ｊ
ｏ
ｇ
－

ｎ
ｅ
ｔ
．ｊ
ｐ
／
２
０
１
５
０
１
／
ａ
ｒ
ｔ
ｉ
ｃ
ｌ
ｅ
＿
１
．

ｈ
ｔ
ｍ
ｌ

　
こ
う
い
う
中

ち
ゅ
う

国ご
く

の
「
情

じ
ょ
う

報ほ
う

戦せ
ん

」
に
ど
う
応お

う

戦せ
ん

す
る
か
。「
慰い

安あ
ん

婦ふ

」
問も

ん

題だ
い

に
つ
い
て
は
、
河こ

う

野の

談だ
ん

話わ

の
検け

ん

証し
ょ
うが
な
さ
れ
、
日に

本ほ
ん

軍ぐ
ん

が
強

き
ょ
う

制せ
い

連れ
ん

行こ
う

し
た
と
い
う
事じ

実じ
つ

は
一い

っ

切さ
い

、
見み

つ
か
っ
て
い

　

ア
メ
リ
カ
、
中ち

ゅ
う

国ご
く

、
ロ
シ
ア
等な

ど

々な
ど

、
そ
れ
ぞ
れ
が
自じ

国こ
く

の
戦せ

ん

略り
ゃ
く

に
沿そ

っ
た
プ
ロ
パ
ガ
ン
ダ
で
国こ

く

際さ
い

社し
ゃ

会か
い

を
騙だ

ま

し
て
い
る
。

６
．
慰い

安あ
ん

婦ふ

問も
ん

題だ
い

は

　
　
中ち

ゅ
う

国ご
く

の
対た

い

日に
ち

情じ
ょ
う

報ほ
う

戦せ
ん

の
傑け

っ

作さ
く

５
．「
戦せ

ん

争そ
う
と
は
、『
情じ

ょ
う報　
ほ
う戦　
せ
ん』『
経け

い

済ざ
い

戦せ
ん
』

　
　
　
『
実じ

っ

戦せ
ん
』
の
３
つ
で
あ
る
」

７
．『
日に

本ほ
ん

』
情じ

ょ
う

報ほ
う

ピ
ラ
ミ
ッ
ド
は

　
　

存そ
ん

在ざ
い

し
ま
せ
ん
」

４
．「
世せ

界か
い

の
『
出で

来き

事ご
と

』
は
、

　
　

国く
に

の
戦せ

ん

略り
ゃ
くに
よ
っ
て

　
　
『
仕し

組く

ま
れ
る
』」

な
い
事こ

と

が
再さ

い

確か
く

認に
ん

さ
れ
た
。
自み

ず
か
ら
「
慰い

安あ
ん

婦ふ

強き
ょ
う

制せ
い

連れ
ん

行こ
う

を
し

た
」
と
い
う
吉よ

し

田だ

清き
よ

治は
る

の
証

し
ょ
う

言げ
ん

が
嘘う

そ

で
あ
っ
た
こ
と
を
、
朝あ

さ

日ひ

新し
ん

聞ぶ
ん

も
よ
う
や
く
認み

と

め
た
。

　

上
じ
ょ
う

記き

の
マ
イ
ケ
ル
・
ヨ
ン
氏し

の
紹

し
ょ
う

介か
い

し
た
米べ

い

政せ
い

府ふ

調ち
ょ
う

査さ

と

あ
わ
せ
て
、
今こ

ん

後ご

、
日に

っ

本ぽ
ん

政せ
い

府ふ

や
民み

ん

間か
ん

が
粛

し
ゅ
く

々し
ゅ
くと
事じ

実じ
つ

を
発は

っ

信し
ん

し
て
い
け
ば
、「
慰い

安あ
ん

婦ふ

問も
ん

題だ
い

」
は
プ
ロ
パ
ガ
ン
ダ
だ
っ
た
と

い
う
こ
と
が
判は

ん

明め
い

す
る
だ
ろ
う
。

　

た
だ
、
こ
れ
は
「
慰い

安あ
ん

婦ふ

問も
ん

題だ
い

」
と
い
う
「
中

ち
ゅ
う

共き
ょ
う

情じ
ょ
う

報ほ
う

ピ
ラ
ミ
ッ
ド
」
か
ら
の
攻こ

う

撃げ
き

の
一ひ

と
つ
を
か
わ
し
た
と
い
う
だ
け

で
、
防ぼ

う

戦せ
ん

だ
け
で
は
勝か

て
な
い
。
北き

た

野の

氏し

も
「『
日に

本ほ
ん

』
情

じ
ょ
う

報ほ
う

ピ
ラ
ミ
ッ
ド
は
存そ

ん

在ざ
い

し
ま
せ
ん
」［
１
，
ｐ
２
６
０
］
と
言い

っ

て
い
る
が
、
情

じ
ょ
う

報ほ
う

戦せ
ん

に
お
い
て
も
「
専せ

ん

守し
ゅ

防ぼ
う

衛え
い

体た
い

制せ
い

」
し
か
、

持も

っ
て
い
な
い
点て

ん

が
、
我わ

が
国く

に

の
最さ

い

大だ
い

の
弱

じ
ゃ
く

点て
ん

な
の
で
あ
る
。

　
日に

本ほ
ん

情じ
ょ
う

報ほ
う

ピ
ラ
ミ
ッ
ド
、そ
れ
も
プ
ロ
パ
ガ
ン
ダ
で
は
な
く
、

事じ

実じ
つ

と
良

り
ょ
う

識し
き

に
基も

と

づ
い
て
、
国こ

く

際さ
い

社し
ゃ

会か
い

が
共

き
ょ
う

感か
ん

、
納な

っ

得と
く

で
き

る
よ
う
な
歴れ

き

史し

観か
ん

、
世せ

界か
い

観か
ん

を
発は

っ

信し
ん

す
る
必ひ

つ

要よ
う

が
あ
る
。
こ

う
し
た
日に

本ほ
ん

情じ
ょ
う

報ほ
う

ピ
ラ
ミ
ッ
ド
に
よ
っ
て
、
日に

本ほ
ん

人じ
ん

も
世せ

界か
い

の
人ひ

と

々び
と

も
、
中

ち
ゅ
う

共き
ょ
う

情じ
ょ
う

報ほ
う

ピ
ラ
ミ
ッ
ド
の
嘘う

そ

を
見み

抜ぬ

け
る
よ
う

に
す
る
こ
と
が
、
情

じ
ょ
う

報ほ
う

戦せ
ん

争そ
う

に
勝か

ち
、
中

ち
ゅ
う

国ご
く

の
属ぞ

っ

国こ
く

に
転て

ん

落ら
く

す
る
道み

ち

を
避さ

け
る
戦せ

ん

略り
ゃ
くで
あ
る
。

　
日に

本ほ
ん

情じ
ょ
う

報ほ
う

ピ
ラ
ミ
ッ
ド
の
ひ
な
形が

た

は
す
で
に
あ
る
。
そ
れ
は

「
日に

本ほ
ん

は
ソ
連れ

ん

や
中

ち
ゅ
う

共き
ょ
うの
全ぜ

ん

体た
い

主し
ゅ

義ぎ

の
防ぼ

う

波は

堤て
い

と
し
て
戦

た
た
か
っ
て

き
た
」
と
い
う
史し

観か
ん

で
あ
る
。
こ
れ
は
ア
メ
リ
カ
共

き
ょ
う

和わ

党と
う

陣じ
ん

営え
い

の
中な

か

で
脈

み
ゃ
く

々み
ゃ
くと
伝つ

た

え
ら
れ
て
い
る
「
第だ

い

２
次じ

大た
い

戦せ
ん

で
ア
メ
リ
カ

は
戦た

た
か
う
相あ

い

手て

を
間ま

違ち
が

え
た
」
と
い
う
史し

観か
ん

に
通つ

う

ず
る
。

　

現げ
ん

在ざ
い

の
「
ア
メ
リ
カ
情

じ
ょ
う

報ほ
う

ピ
ラ
ミ
ッ
ド
」
は
民み

ん

主し
ゅ

党と
う

系け
い

の
マ

ス
コ
ミ
が
握に

ぎ
っ
て
い
る
の
で
主し

ゅ

流り
ゅ
うに
は
な
っ
て
い
な
い
が
、
第だ

い

２

（３） ２０１７年第４７８１号 	 ６月	２４日	（土曜日）

　
こ
の
史し

観か
ん

か
ら
見み

れ
ば
、
現げ

ん

在ざ
い

も
日に

ち

米べ
い

同ど
う

盟め
い

が
中

ち
ゅ
う

国ご
く

に

対た
い

す
る
「
防ぼ

う

波は

堤て
い

」
と
な
っ
て
い
る
こ
と
が
容よ

う

易い

に
見み

て

と
れ
る
。
こ
の
史し

観か
ん

を
、
日に

本ほ
ん

国こ
く

民み
ん

が
自み

ず
か
ら
の
頭あ

た
まで
し
っ

か
り
と
理り

解か
い

・
納な

っ

得と
く

し
て
い
く
事こ

と

が
で
き
れ
ば
、
現げ

ん

代だ
い

日に

本ほ
ん

を
欺あ

ざ
むい
て
い
る
中

ち
ゅ
う

共き
ょ
うや
ア
メ
リ
カ
の
情

じ
ょ
う

報ほ
う

ピ
ラ
ミ
ッ
ド

か
ら
自じ

立り
つ

で
き
る
。

　
「
日に

本ほ
ん

の
自じ

立り
つ

」は
、『
私わ

た
しの
自じ

立り
つ

』か
ら
は
じ
ま
る［
１
，

Ｐ
３
４
８
］

　

北き
た

野の

氏し

は
、
こ
れ
が
こ
の
本ほ

ん

を
書か

い
た
理り

由ゆ
う

だ
と
語か

た

っ

て
い
る
が
、
ま
さ
に
同ど

う

感か
ん

で
あ
る
。

（
文ぶ

ん

責せ
き

：
伊い

勢せ

雅ま
さ

臣お
み

）

【
参さ

ん

考こ
う

文ぶ
ん

献け
ん

】

（
１
）
北き

た

野の

幸よ
し

伯の
り

『
日に

本ほ
ん

人じ
ん

の
知し

ら
な
い
「
ク
レ
ム
リ
ン
・

メ
ソ
ッ
ド
」
世せ

界か
い

を
動う

ご

か
す

１
１
の
原げ

ん

理り

』、
集

し
ゅ
う

英え
い

社し
ゃ

イ

ン
タ
ー
ナ
シ
ョ
ナ
ル
、
平へ

い

成せ
い

２
６
年ね

ん

（
２
）
マ
イ
ケ
ル
・
ヨ
ン
、
古こ

森も
り

義よ
し

久ひ
さ

「
慰い

安あ
ん

婦ふ

問も
ん

題だ
い

は

フ
ィ
ク
シ
ョ
ン
だ
」、『
Ｖ
ｏ

ｉ
ｃ
ｅ
』、
平へ

い

成せ
い

２
７
年ね

ん

２

月が
つ

号ご
う

（
３
）
産さ

ん

経け
い

新し
ん

聞ぶ
ん

、
平へ

い

成せ
い

２
８
年ね

ん

１
１
月が

つ

２
７
日に

ち

付づ

け
「
米べ

い

政せ
い

府ふ

の
慰い

安あ
ん

婦ふ

問も
ん

題だ
い

調ち
ょ
う

査さ

で
「
奴ど

隷れ
い

化か

」
の
証

し
ょ
う

拠こ

発は
っ

見け
ん

さ
れ
ず
…
日に

本ほ
ん

側が
わ

の

主し
ゅ

張ち
ょ
うの
強

き
ょ
う

力り
ょ
くな
後あ

と

押お

し
に
」

８
．「
日に

本ほ
ん

の
自じ

立り
つ

」
は
、

　
　
『
私わ

た
しの
自じ

立り
つ

』
か
ら
は
じ
ま
る

次じ

大た
い

戦せ
ん

中ち
ゅ
うの
資し

料り
ょ
うの
公こ

う

開か
い

が
進す

す

み
、
次し

第だ
い

に

こ
の
史し

観か
ん

が
力ち

か
らを
得え

て
い
る
。

　

す
で
に
弊へ

い

誌し

で
何な

ん

回か
い

か
紹

し
ょ
う

介か
い

し
た
が
、
そ

の
あ
ら
ま
し
を
述の

べ
れ
ば
、

（
１
）　

ル
ー
ズ
ベ
ル
ト
政せ

い

権け
ん

内な
い

に
ソ
連れ

ん

ス
パ

イ
が
多た

数す
う

潜せ
ん

入に
ゅ
うし
て
お
り
、
ハ
ル
・
ノ
ー
ト

な
ど
で
日に

本ほ
ん

に
無む

理り

矢や

理り

、
開か

い

戦せ
ん

さ
せ
る
よ

う
に
仕し

向む

け
た
。（
日に

本ほ
ん

側が
わ

で
も
、
尾お

崎ざ
き

秀ひ
で

實み
つ

ら
ソ
連れ

ん

ス
パ
イ
が
日に

本ほ
ん

と
蒋

し
ょ
う

介か
い

石せ
き

を
戦た

た
か
わ

せ
る
よ
う
世せ

論ろ
ん

工こ
う

作さ
く

を
し
て
い
た
）

（
２
）　

日に

本ほ
ん

敗は
い

北ぼ
く

後ご

も
、
米べ

い

政せ
い

府ふ

の
中な

か

に
、

蒋し
ょ
う

介か
い

石せ
き

の
足あ

し

を
引ひ

っ
張ぱ

り
、
中

ち
ゅ
う

国ご
く

大た
い

陸り
く

が
中

ち
ゅ
う

国ご
く

共き
ょ
う

産さ
ん

党と
う

の
手て

に
落お

ち
る
の
を
助た

す

け
た
人じ

ん

物ぶ
つ

が
い
た
。

（
３
）　
ソ
連れ

ん

・
中

ち
ゅ
う

共き
ょ
うは
朝

ち
ょ
う

鮮せ
ん

半は
ん

島と
う

全ぜ
ん

域い
き

の
共

き
ょ
う

産さ
ん

化か

を
狙ね

ら

っ
て
朝

ち
ょ
う

鮮せ
ん

戦せ
ん

争そ
う

を
引ひ

き
起お

こ
し
た

が
、
防ぼ

う

波は

堤て
い

だ
っ
た
日に

本ほ
ん

を
破や

ぶ
っ
て
し
ま
っ
た

事こ
と

に
よ
り
、
ア
メ
リ
カ
は
直

ち
ょ
く

接せ
つ

、
戦た

た
か
わ
ね
ば

な
ら
な
く
な
っ
た
。
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EUA e China 

Na quarta-feira, ame-
ricanos e chineses 
realizaram seu pri-
meiro Diálogo Diplo-
mático e de Seguran-
ça, em Washington. 
Do lado dos Estados 
Unidos, os secretários 
Rex Tillerson, de Es-
tado, e Jim Mattis, de 
Defesa, se reuniram 
com o conselheiro de 
Estado Yang Jiechi, e o 
general Fang Fenghui, 
chefe do Departamen-
to do Estado-Maior 
das Forças Armadas, 
por parte da China. 

Produtores japoneses 
querem manter tarifas em 
negociações com União 
Europeia

Os Estados Unidos e a China continuam a di-
vergir sobre como responder aos programas nu-
clear e de mísseis da Coreia do Norte. Washin-
gton pediu a Pequim que pressione ainda mais 
Pyongyang, ao passo que o lado chinês exortou 
a retomada do diálogo em uma data próxima.

Durante uma coleti-
va de imprensa depois 
do encontro, Tillerson 
apontou a necessidade 
de aumentar os esforços 
internacionais visando 
cortar o financiamen-
to para os programas 
nuclear e de mísseis 
da Coreia do Norte. 
Os Estados Unidos 
também pediram que 
a China adote medi-
das rigorosas para im-
pedir que empresas 
chinesas efetuem tran-
sações ilegais com en-
tidades norte-coreanas. 

O lado chinês não re-
alizou coletiva de im-
prensa. Um comunica-
do foi divulgado pelo 
Ministério das Rela-
ções Exteriores do país. 
O documento diz que 
todas as partes envolvi-
das na questão da Co-
reia do Norte deveriam 
implementar rigorosa-
mente as resoluções do 
Conselho de Segurança 
das Nações Unidas, e, 
ao mesmo tempo, dar 
início ao diálogo em 
uma data próxima.

Uma cooperativa agro-
pecuária japonesa solici-
tou ao ministro da Agri-
cultura, Silvicultura e 
Pesca que mantenha ta-
rifas e adote outras me-
didas para resistir à pres-
são da União Europeia, 
que tem exortado o Ja-
pão a abrir seu mercado. 
Esta semana, o Japão e 
a União Europeia ne-
gociam um Acordo de 
Parceria Econômica. 
Na quinta-feira, o pre-
sidente da União Cen-
tral de Cooperativas 

Agropecuárias, Choe 
Okuno, se reuniu com 
o ministro da Agri-
cultura, Silvicultura e 
Pesca, Yuji Yamamoto. 
Okuno disse a Yamamo-
to que acatar a exigên-
cia da União Europeia 
de baixar ou eliminar 
tarifas sobre a carne 
suína e laticínios pre-
judicaria seriamente os 
produtores japoneses. 
O ministro, por sua 
vez, afirmou que está 
determinado a prote-
ger o setor agropecuá-

O gO principal por-
ta-voz do governo ja-
ponês disse que o país 
vai usar persistentemen-
te toda oportunidade 
para conclamar a Co-
reia do Sul a implemen-
tar firmemente o acor-
do assinado em 2015. 

Secretário-chefe do gabinete 
japonês conclama a Coreia do Sul a 
implementar acordo assinado em 2015

O secretário-chefe do ga-
binete, Yoshihide Suga, 
disse, na quarta-feira, 
que os dois países confir-
maram que o acordo é um 
passo final e irreversível. 
Acrescentou que o mes-
mo foi elogiado pela co-
munidade internacional. 

divergem sobre como 

Acordo de Parcerira Econômica com UE  22/06/2017

Mulheres de confronto 　22/06/2017

Estas notícias são produzidas pela 
NHK WORLD RÁDIO JAPÃO. 
nhk.jp/portuguese

responder aos programas 
rio japonês, e sua pasta 
não busca fechar um 
acordo precipitado. 
Após o encontro, o 
presidente da União 
Central de Coopera-
tivas Agropecuárias 
declarou à imprensa 
que quer que o minis-
tro cumpra a promessa. 
Yuji Yamamoto deve vi-
sitar Bruxelas, na Bélgi-
ca, já na próxima terça-
feira para se reunir com 
autoridades da União 
Europeia.

Referindo-se à solicita-
ção do presidente Moon 
de um pedido oficial de 
desculpa por parte do 
Japão, Suga disse que 
o governo japonês ma-
nifestou sua desculpa e 
remorso de coração no 
assinado acordo.

nuclear e de mísseis da 

（５） ２０１７年第４７８１号 	 ６月	２４日	（土曜日）

Coreia do Norte　22/06/2017

Coreia do Norte

Candidatos a uma vaga 
na Assembleia Metropo-
litana de Tóquio inicia-
ram suas campanhas para 
a eleição que está por vir. 
Partidos políticos do Ja-
pão veem a eleição para a 
assembleia como um im-
portante termômetro para 
as eleições nacionais. 
São 127 cadeiras distri-
buídas entre 42 distri-
tos eleitorais de Tóquio. 

Começam as campanhas 
para eleição da Assembleia 
de Tóquio

A governadora Yuri-
ko Koike quer que seu 
novo partido político 
regional, o Tomin First, 
ou Cidadãos de Tóquio 
em Primeiro Lugar, ob-
tenha uma maioria junto 
de outros candidatos que 
apoiem suas políticas. 
Eles incluem membros 
do Partido Komei, que 
encerrou décadas de co-
operação com o Parti-

Eleição 　23/06/2017

do Liberal Democrático 
(PLD) na assembleia 
em dezembro passado. 
O PLD e o Partido Ko-
mei são parceiros de coa-
lizão no governo central. 
Um dos focos da elei-
ção será se o PLD con-
seguirá permanecer 
como maior força na 
Assembleia de Tóquio. 
A votação será realizada 
no dia 2 de julho.

O povo de Okinawa 
está celebrando o 72º ani-
versário do fim de uma 
acirrada batalha terrestre 
travada nos últimos dias 
da Segunda Guerra Mun-
dial.
Todos os anos, no dia 23 
de junho, Okinawa come-
mora o fim do combate 
organizado pelo exército 
japonês contra as forças 
americanas na província 
que se localiza na região 
sudoeste do Japão.
Mais de 200.000 pesso-

Povo de Okinawa celebra 
72º aniversário do fim da 
batalha de 1945

as, incluindo cerca de um 
quarto dos residentes de 
Okinawa, faleceram na 
batalha de 1945. O núme-
ro exato é desconhecido.
Nesta sexta-feira, apro-
ximadamente 4.900 pes-
soas participaram da 
cerimônia realizada no 
Parque Memorial da Paz, 
na cidade de Itoman.
Um momento de silêncio 
foi dedicado ao meio-dia.
Cerca de 90% dos resi-
dentes de Okinawa nas-
ceram após a batalha. 

Okinawa 　23/06/2017 Agora, as pessoas idosas 
se deparam com a missão 
de transmitir suas lem-
branças da guerra.
Takeshi Onaga, governa-
dor de Okinawa, leu uma 
declaração de paz refe-
rindo-se aos feitos dos 
ex-governador Masahide 
Ota, que faleceu no início 
deste mês.
Ota instalou uma série de 
monumentos de pedra, 
denominada a “Pedra 
Fundamental da Paz”, em 
que estão inscritos os no-
mes de todas as vítimas 
da guerra.
O governador Takeshi 
Onaga prometeu conti-
nuar a fazer esforços para 
transmitir a importância 
da paz às futuras gera-
ções.
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あれもこれも
美

お

味
い しそう！！

会場内
位置

県人会 
団体名 出品料理名

01 長野 野沢菜漬、テンプラ、シイタケご飯、
どら焼き

02 大阪 浪花うどん、弁当、お好み焼き（大阪風）

03 静岡 すき焼き丼、ギョウザ、ナス漬、
手作りお菓子類

04 岩手 三陸わかめうどん、ギョウザ、
コロッケ弁当、コロッケ

05 子供の園 手巻き、ヤキソバ、てんぷら、
てんぷら定食、トン汁 （豚汁）

06 山口 バリバリそば、イチゴ大福、
長州てんぷら、から揚げ

07 広島 広島風お好み焼き

08 栃木 ヤキソバ、干ぴょう寿司、ギョウザ、
甘酒

09 佐賀 アイスクリームてんぷら、パステス

10 宮崎 チキン南蛮、甘酒、コーヒー、うめぼし

11 山梨 ほうとう、ニクマン、いちご大福、
トンカツカレーライス、ラーメン

12 長崎 長崎ちゃんぽん、 ギョウザ

13 宮城 
牛たん焼き、はらこ飯、海鮮ソース焼
きそば、ギョウザ、筍すし飯、
小豆アイス、仙台どんどん焼き

14 やすらぎ
ホーム

手巻き、ギョウザ、てんぷら、シメジ、
コッカーダ、春巻き、カニコロッケ

15 香川 讃岐うどん

16 援協ピ－パ 焼き鳥、カレーライス、焼魚、
手作りお菓子類

17 憩の園
さんま定食、焼き魚定食、
トンカツ定食、いちご大福、
バタタローカ、カニコロッケ、かき氷

18 高知 鯛の蒸し、姿寿司、タタキ、ヤキソバ、
桜餅、餅入り土佐うどん

19 千葉 ヤキソバ、ギョウザ、寿司、刺身、ホッ
トロール、春巻き、うどん、炉端焼き

21 滋賀 関西風しょうゆラーメン、ギョウザ、
特選カレー

21 群馬 かき揚げ風えびテンプラ、 弁当

22 福岡 手巻き、博多ラーメン、千鳥まんじゅう

23 茨城 手巻き、寿司、刺身、ヤキソバ、
ギョウザ、春巻き、栗おこわ

24 石川 ひじきおこわ、桜餅、三色おはぎ、牛丼

25 岐阜
しめじベーコン、みたらし団子、
たこ焼き、ラーメン、アユ塩焼き、
日本酒、焼酎

26 和歌山 関西風お好み焼き

27 沖縄 手巻き、沖縄ソバ、ヤキソバ、しめじバ
ター焼き、てんぷら、サーターアンダギー

「
お
好こ

の

み
焼や

き
戦せ

ん

争そ
う

」が
激げ

き

化か

お
気き

に
入い

り
の
一い

っ

品ぴ
ん

は
ど
れ
だ
!?

詰つ

ま
っ
た
「
か
る
か
ん
饅ま

ん

頭じ
ゅ
う

」

も
例れ

い

年ね
ん

大だ
い

人に
ん

気き

の
品し

な

で
、
す

ぐ
に
売う

り
切き

れ
る
か
も
。

　

宮み
や

城ぎ

県け
ん

人じ
ん

会か
い

か
ら
は
「
牛ぎ

ゅ
う

た
ん
焼や

き
」「
は
ら
こ
飯め

し

」
な

ど
恒こ

う

例れ
い

の
人に

ん

気き

グ
ル
メ
が
登と

う

食た

べ
つ
く
せ
！
日に

本ほ
ん

料り
ょ
う

理り

の
祭さ

い

典て
ん

こ
こ
だ
け
の
郷き

ょ
う

土ど

食し
ょ
く

が
ズ
ラ
リ

　ブラジル日
に

本
ほん

都
と

道
どう

府
ふ

県
けん

人
じん

会
かい

連
れん

合
ごう

会
かい

による『第
だい

20回
かい

県
けん

連
れん

日
に

本
ほん

祭
まつ

り』（市
いち

川
かわ

利
とし

雄
お

実
じっ

行
こう

委
い

員
いん

長
ちょう

）が７月
がつ

７、８、９日
か

に開
かい

催
さい

される。毎
まい

年
とし

好
こう

評
ひょう

を博
はく

しているのは、ほとんどの都
と

道
どう

府
ふ

県
けん

が出
しゅっ

店
てん

して自
じ

慢
まん

の料
りょう

理
り

を
振
ふる

舞
ま

う『郷
きょう

土
ど

食
しょく

広
ひろ

場
ば

』だ。レストランでは食
た

べられない郷
きょう

土
ど

料
りょう

理
り

も多
た

数
すう

出
しゅっ

品
ぴん

され、さながら「日
に

本
ほん

料
りょう

理
り

の祭
さい

典
てん

」。昨
さく

年
ねん

は、人
にん

気
き

料
りょう

理
り

の中
なか

には昼
ひる

過
す

ぎに売
う

り切
き

れになるものが続
ぞく

出
しゅつ

した。美
お

味
い

しい料
りょう

理
り

に舌
した

鼓
つづみ

を打
う

って満
まん

腹
ぷく

になること請
う

け合
あ

いの３日
か

間
かん

、事
じ

前
ぜん

に気
き

になるブースを確
かく

認
にん

しておこう。

高
こう

知
ち

の鯛
たい

蒸
む

しはインパクト大
だい

！

鳥
とっ

取
とり

の大
だい

山
せん

おこわと和
わぎゅうにく

牛肉を使
つか

った牛
ぎゅうどん

丼

石い
し

川か
わ

の
ひ
じ
き
お
こ
わ

熊く
ま

本も
と

の
辛か
ら

子し

レ
ン
コ
ン

第
だい

　回
かい

県
けん

連
れん

日
に

本
ほん

祭
まつ

り20
　

ち
ま
た
で
は
「
ラ
ー
メ
ン
戦せ

ん

争そ
う

」
が
話わ

題だ
い

を
呼よ

ん
で
い
る

が
、
実じ

つ

は
、
県け

ん

連れ
ん

日に

本ほ
ん

祭ま
つ

り
で

は
「
お
好こ

の

み
焼や

き
戦せ

ん

争そ
う

」
も

勃ぼ
っ

発ぱ
つ

し
て
い
る
。
各か

く

県け
ん

人じ
ん

会か
い

の

こ
だ
わ
り
の
一い

っ

品ぴ
ん

を
食た

べ
歩あ

る

け

ば
、
Ｂ
級き

ゅ
う

グ
ル
メ
好ず

き
に
は
た

ま
ら
な
い一い

ち

日に
ち

に
な
り
そ
う
だ
。 　

「
ブ
ラ
ジ
ル
お
好こ

の

み
焼や

き
界か

い

」

の
両り

ょ
う

雄ゆ
う

―
―
と
い
え
ば
、
な
ん

と
いって
も
和わ

歌か

山や
ま

と
広ひ

ろ

島し
ま

だ

ろ
う
。

　

毎ま
い

年と
し

長ち
ょ
う

蛇だ

の
列れ

つ

を
作つ

く

る
和わ

歌か

山や
ま

県け
ん

人じ
ん

会か
い

の
「
関か

ん

西さ
い

風ふ
う

お

好こ
の

み
焼や

き
」。
ソ
ー
ス
と
紅べ

に

生し
ょ
う

姜が

は
手て

作づ
く

り
で
、
桜さ

く
ら

海え

老び

は
日に

本ほ
ん

か
ら
輸ゆ

入に
ゅ
う

す
る
と
い
う
こ

だ
わ
り
様よ

う

だ
。
根ね

強づ
よ

い
人に

ん

気き

を
誇ほ

こ

る
ブ
ラ
ジ
ル
広ひ

ろ

島し
ま

文ぶ
ん

化か

セ
ン
タ
ー
の
「
広ひ

ろ

島し
ま

風ふ
う

お
好こ

の

み

焼や

き
」
は
麺め

ん

も
あ
い
ま
っ
て
ボ

リ
ュ
ー
ム
満ま

ん

天て
ん

の一い
っ

品ぴ
ん

。

　

お
好こ

の

み
焼や

き
人に

ん

気き

を
牽け

ん

引い
ん

す
る
２
県け

ん

に
対た

い

し
、
そ
の
他た

関か
ん

宮み
や

城ぎ

の
牛ぎ

ゅ
うた
ん
焼や

き

日
に

本
ほん

祭
まつ

りの詳
しょう

細
さい

問
と

い合
あ

わせは県
けん

連
れん

☎ (11) 3277-6108 / (11) 3277-8569 まで。

西さ
い

勢ぜ
い

も
黙だ

ま

って
い
な
い
。一お

昨と

年と
し

か
ら
お
好こ

の

み
焼や

き
を
提て

い

供き
ょ
う

す

る
奈な

良ら

県け
ん

人じ
ん

会か
い

に
加く

わ

え
、
今こ

年と
し

は
満ま

ん

を
持じ

し
て
本ほ

ん

家け

本ほ
ん

元も
と

・

大お
お

阪さ
か

な
に
わ
会か

い

も
「
お
好こ

の

み

焼や

き
戦せ

ん

争そ
う

」
に
参さ

ん

戦せ
ん

。
焼や

い
た

お
好こ

の

み
焼や

き
を
串く

し

に
巻ま

く
と

い
う
独ど

く

自じ

の
工く

夫ふ
う

を
凝こ

ら
す
。

　

焼や

き
そ
ば
が
９
つ
、
ラ
ー
メ

ン
が
６
つ
の
ブ
ー
ス
か
ら
出し

ゅ
っ

品ぴ
ん

さ
れ
る
な
ど
、
そ
れ
ぞ
れ
が
特と

く

色し
ょ
くを
打う

ち
出だ

す
。
食た

べ
比く

ら

べ
て

み
て
、
お
気き

に
入い

り
の
一い

っ

品ぴ
ん

を

見み

つ
け
て
み
て
は
！
？

会場内
位置

県人会 
団体名 出品料理名

28 愛媛 ギョウザ、 肉まん、 酒ピリーニャ、
甘酒、 タルト、 うどん

29 北海道 焼きニシン、焼きイカ、フルーツホンデ
ユー、生チョコレート、黒ゴマパンコッタ

30 富山 海老、野菜テンプラ、すきやき丼、 コ
ロッケ、ミニコロッケ、アンニン豆腐

31 奈良 柿の葉寿司、お好み焼き、お汁粉

32 希望の家 パステス・デ・ソーニョ

33 鹿児島 薩摩あげ、かるかん饅頭、エスペッチー
ニョ（串焼き）、おにぎり、しめじ（パック）

34 福井 越前おろしソバ、パステス、
鉄板ヤキソバ、リングイッサ (腸詰 )

35 鳥取 大山おこわ、 牛丼 (和牛肉 )

36 カルモ桜の会 桜餅、 弁当

37 岡山 キビ団子、まつり寿司、栗まんじゅう、
肉まん、シュークリーム

38 熊本
辛子レンコン、きんぴらレンコン、
いきなりダゴ、シュークリーム、
あんみつ、メロンパン、熊本セット

39 青森 リンゴ製品 (ジュース、 ゼリー、
ケーキ、 アイス )

40 兵庫 手巻き、 ラーメン

41 埼玉 カレーパン、 クレープ、

42 秋田 きりたんぽ、トリ串カツ、弁当、
高清水（酒）、サケピリーニャ、桜餅

43 福島 喜多方ラーメン、おにぎり、ギョウザ、
日本酒 (福島産 )

44 京都 みたらし団子 (醤油味、アンコ、
きな粉、海苔巻き）、お汁粉、抹茶

45 三重 イチゴ大福、メレンゲ、ギョウザ

46 島根 巻きずし、カレーライス、シイタケご飯

47 新潟 白餅、餡餅、新潟物産販売

48 山形
手巻き、 寿司、 漬物、 芋煮、
ギョウザ、 干し柿、 しそ巻き、
ホットロール、 ビール+酒ミックス

49 徳島 たこ焼き、 おにぎり

50 愛知
鶏味噌串カツ、 エビ串カツ、
豚串味噌カツ、 抹茶アイス、
シュークリーム、 稲荷ずし

51 Instituto  
GABI

手巻き、ヤキソバ、テンプラ、たこ焼き、
弁当、ホットロール、牛丼、カレー、
しめじ、かき氷、フライドポテ、
生ジュース（オレンジ、西瓜）

52 神奈川 肉まん、ショートケーキ、スキヤキ丼、
サンドイッチ（ペルニール）

53 大分
だんご汁、トリメシ、干し柿、
牛たたき、はぶ茶 （生、煎）、
干しシイタケ（パック）

も
楽た

の

し
め
る
。

　

鹿か

児ご

島し
ま

県け
ん

人じ
ん

会か
い

の
「
薩さ

つ

摩ま

あ
げ
」
は
魚さ

か
な

を
練ね

る
と
こ
ろ

か
ら
全ぜ

ん

工こ
う

程て
い

が
手て

作づ
く

り
。
熟じ

ゅ
く

練れ
ん

の
技わ

ざ

で
本ほ

ん

場ば

の
味あ

じ

を
実じ

つ

現げ
ん

す
る
。
あ
ん
こ
が
た
っ
ぷ
り

　

沖お
き

縄な
わ

県け
ん

人じ
ん

会か
い

は
、
日に

本ほ
ん

祭ま
つ

り
開か

い

催さ
い

当と
う

初し
ょ

か
ら
続つ

づ

く
「
沖お

き

縄な
わ

そ
ば
」
を
提て

い

供き
ょ
う

。
紅べ

に
し
ょ
う
が

生
姜

と
特と

く
せ
い製
の
豚ぶ

た

の
角か

く
に煮
が
味あ

じ

の

決き

め
手て

だ
。
同お

な

じ
く
定て

い

番ば
ん

の
「
サ
ー
タ
ー
ア
ン
ダ
ギ
ー
」

場じ
ょ
う。「
海か

い

鮮せ
ん

ソ
ー
ス
焼や

き
そ
ば
」

は
、
多お

お

く
の
ブ
ー
ス
で
あ
ん

か
け
焼や

き
そ
ば
が
出し

ゅ
っ

品ぴ
ん

さ
れ

る
中な

か

、
異い

色し
ょ
く

の
存そ

ん

在ざ
い

。
海う

み

の

幸さ
ち

や
野や

菜さ
い

が
ソ
ー
ス
味あ

じ

で
味あ

じ

わ
え
る
。

　

熊く
ま

本も
と

県け
ん

文ぶ
ん

化か

交こ
う

流り
ゅ
う

協き
ょ
う

会か
い

が
出し

ゅ
っ

品ぴ
ん

す
る
「
辛か

ら

子し

レ
ン
コ
ン
」
は
、
な
ん

と
い
っ
て
も
ビ
ー
ル
と

相あ
い

性し
ょ
う

抜ば
つ

群ぐ
ん

。
去き

ょ

年ね
ん

販は
ん

売ば
い

を
開か

い

始し

し
た
「
い
き
な

り
ダ
ゴ
」
は
サ
ツ
マ
イ

モ
と
餡あ

ん

子こ

を
生き

地じ

で
包つ

つ

ん
だ
郷き

ょ
う

土ど

菓か

子し

だ
。
辛か

ら

子し

レ
ン
コ
ン
や
キ
ン
ピ

ラ
レ
ン
コ
ン
な
ど
各か

く

種し
ゅ

料り
ょ
う理り

が
ま
と
め
て
味あ

じ

わ

え
る
「
熊く

ま

本も
と

セ
ッ
ト
」

も
嬉う

れ

し
い
。

　

長な
が

崎さ
き

県け
ん

人じ
ん

会か
い

は
来ら

い

場じ
ょ
う

者し
ゃ

の

要よ
う

望ぼ
う

に
応こ

た

え
、
去き

ょ

年ね
ん

か
ら

「
長な

が

崎さ
き

ち
ゃ
ん
ぽ
ん
」
の
販は

ん

売ば
い

を
開か

い

始し

し
た
。
好こ

う

評ひ
ょ
う

だ
っ

た
こ
と
を
受う

け
て
今こ

年と
し

も
続ぞ

く

投と
う

を
決き

め
た
。
ス
ー
プ
は
本ほ

ん

場ば

長な
が

崎さ
き

か
ら
取と

り
寄よ

せ
た
と

ん
こ
つ
ベ
ー
ス
で
、
イ
カ
や

エ
ビ
な
ど
の
具ぐ

材ざ
い

が
楽た

の

し
め

る
本ほ

ん

格か
く

派は

だ
。

　

鳥と
っ

取と
り

県け
ん

人じ
ん

会か
い

か
ら
は
「
大だ

い

山せ
ん

お
こ
わ
」
が
登と

う

場じ
ょ
う

。
日に

本ほ
ん

祭ま
つ

り
の
３
日か

間か
ん

は
作つ

く

り
立た

て

を
提て

い

供き
ょ
う

す
る
た
め
、
毎ま

い

朝あ
さ

４

時じ

か
ら
準じ

ゅ
ん

備び

す
る
と
い
う
。

な
ん
と
ブ
ラ
ジ

ル
産さ

ん

和わ

牛ぎ
ゅ
う

を

使つ
か

っ
た
豪ご

う

華か

な

「
牛ぎ

ゅ
う

丼ど
ん

」
も

販は
ん

売ば
い

予よ

定て
い

。
こ

ん
な
贅ぜ

い

沢た
く

な

牛ぎ
ゅ
う

丼ど
ん

は
、
日に

本ほ
ん

で
も
な
か
な

か
お
目め

に
か
か

れ
な
い
！
？

第
だい

20 回
かい

県
けん

連
れん

日
に

本
ほん

祭
まつ

り出
しゅっぴん

品料
りょうり

理一
いちらん

覧
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